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平成28年10月から平成２９年１月にかけて行われた地域福祉計画地域懇談会において、
主な意見をまとめました。

【美浜町の強み・いいところ】として、『自然（緑）が多い』『景色が良い』『隣近
所と顔見知りである』『地域住民のつながりが強い』『挨拶ができる』『日本福祉大学
があるため若者が来る』等の意見が多くみられました。

一方で【美浜町の課題・身近で困っていること】としては、『人口減少・少子高齢
化』『就職先がない』『空き家の増加』『交通が不便』『歩いて行ける場所に店が少な
い、無い』といった意見が多くみられました。【美浜町の将来（2025年夏ごろ）のイ
メージ】として挙げられた意見が『人口増加』『子どもがたくさんいる』『道路が整備
されて広くなる』『若者が定住できる』『便利な施設がある』『働く場所がたくさんあ
る』『交通手段が充実している』等となっており、現在の課題が約１０年後には解消さ
れるよう施策を進めていくことが望まれています。

また、そのために【現在できること】として、『近所づきあいを大事にする』『ボラ
ンティア活動に参加する』『子どもの通学や高齢者の見守り』『婚活援助』『宅配や移
動販売車』等が挙げられています。その他、行政等の【支援があればできること】とし
て『空き家の情報』『災害弱者の情報』提供や、『タクシー券の発行』『地域活動への
資金援助』『ニュースの発信』等が挙げられています。

地域懇談会（全４回） まとめ



第１回

・ 美浜町の強み
・ 美浜町の課題



● 自然（緑）が多い

● 日本福祉大学がある 福祉・ボランティアに積極的な学生が多い

美浜町の強み

● 空気が良い

● 海がある 魚介類がおいしい ● 災害が少ない

● 景色が良い

● 病院、介護施設がある● 三世帯同居の家庭が多い

● 近隣の住民と顔見知りである

● 高齢者が元気

第１回 美浜町ワークショップ 主な意見まとめ

隣近所で会話が多い ・地域の結びつきが強い

● 就職先が無い 若者が町外へ出て行ってしまう

● 交通の便が悪い 車が無いと生活が不便 公共交通機関の整備が必要

● 店が少ない（閉店が相次いでいる）

● 人口減少、少子高齢化

● 空家の増加● ひとり暮らしの増加

● 行政に無関心

● 道路（歩道）が狭い

美浜町の課題

● 東側と西側で分断されており、親近感が薄い

近くに店が無いため、買い物に行くのが大変

美浜町の強みとしては、「隣近所との挨拶や会話を通して結びつきを深めている」、「日本福祉大学があることで学生の力を借りたり、福祉に関する情報を
得られる」という意見が多くあがっています。また、自然や景色に関する意見も多くみられ、環境面において魅力があると認識されています。

美浜町が抱える課題としては、「就職先が無い」、「交通の便が悪い」、「少子高齢化」といった意見があがっていますが、特に自家用車以外の移動手段が
少ないことに不安を感じているという意見が多くみられます。
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美浜町の強み

 地域の催し（祭りなど）

 大きい介護施設がある

 大きい病院

 自然が多い

 地縁関係

 交流

 大学がある  １人暮らし

 高齢者の見守り

 介護

 働き場所

 子ども（少子化）

 子どもの教育

 ボランティア不足

 外へ出る足が無い

 足の確保（車の運転）

10月25日
一色

美浜町の課題
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美浜町の強み

 買物に困らない

 比較的顔見知りの人が多い

 隣近所付き合いがある

 土地が多い

 自然がある

 お祭りがある

 地域差を感じる

 地域の人口に差がある

 若者の人口減少

 東部と西部が離れている

 魅力が感じられない

10月25日
浦戸

美浜町の課題

 駅が近い

 病院がある  日福大がある

 買物店が少ない

 財政が乏しい

 高齢者世帯が多い
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美浜町の強み

 交通機関に恵まれている

 名古屋から電車で１時間。多くの人が来れる。

 地縁組織がしっかりしている

 あいさつ（近所、声かけ）

10月25日
奥田中

美浜町の課題

移動が良い

 近隣とのつながりがある

つながり

 日本福祉大学があり、頼りになる

 大学知識の共有

 よそもの、わかものが多い

大学

 地域の団結が無い（例：運動会）

 人口減少

 若い人が町外へ出て行ってしまう

次世代の担い手

 近所付き合いがある

 住民同士のつながり

 協力（隣組）

 福祉大の学生がサポートしてくれる

 学生アパートの大家さんが野菜をくれる

 学生の方がいるので明るい

 学生さんとの関わり。あいさつから。

大学生

 世代交代、つながりが薄れていく？

 地域の行事参加、高齢化（区役員等）

 地元の方と知り合う機会があまりない

 若い人と老人とのつながり

 地元の若い人が元気がない？忙しい？

 公民館に車イスで使用できるトイレが無い

 国道に歩道が無い所が多い

バリアフリー

 いってきバスが車イスでは乗車できない

交通
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美浜町の強み

 年寄りが多くのんびりしている

 隣保班の方々のお顔と名前が分かる

 学生の力（連携ができる）

 回覧板など、隣組とのつながりがある

 日福の学生さんのパワーをいただける時がある

 近隣との話題が無い  横のつながりが無い

 回覧板がポストに入れられるようになってしまった。
手渡しの方が良い。

 空家が多くなってきた

 避難場所が無い

 他人と会話が無い

 広報車がまわっているのさえ聞こえないので分からない

 近くの店が閉められた  公立の高校が無い

10月25日
奥田南

美浜町の課題

 人間性が良い

 イモ、ミカン狩り・観光面

 畑など多く、仕事があって良い

 空気が良い

 夕日が良い

 海があり、山がある

 ボランティア活動をしている方々と集う機会がある

 社協に気軽に相談できる

 勤務場所が無く、子どもが外へ出て行ってしまう

 自然が多く、のんびりしている

 近くの道路は街灯が多く、夜が明るい

 電車の駅が多くある

 男性の出かける所が少ない  幼稚園が無い

 学童保育が少ない

 仕事が少なく、子どもは他の地域へ…

 有料ボランティアの窓口（遠方へ出かける時の付添い、案内）

 道路が狭く、歩くのに危ない

 買物が不便

 車で買物ができなくなった時、心配がある

 交通手段

 マイカーが無いと行動の自由度が低い

 老人会の跡継ぎができない

 何事にも第１歩が出ない 8



美浜町の強み

 教育
保育所
幼稚園

10月25日
奥田北

美浜町の課題

 福祉の大学がある

 農作物があるのでゆずり合え
る

 面倒見のいい人が多い

コミュニケーション

 産業の減少

 働く所が無い

 働き盛りの世代が少ない

労働条件・環境

 子どもたちが素直
（今後に期待）

 団結心が強い

 地域のつながり

 若者の働き口

 農・漁のなり手の減少

 若い人が減少している

 若者の他市町への流出

人口大学

⇒ 小学校 ⇒ 中学校

高校 ⇒ 大学 がある

 福祉大学があることから情報が得られ、交流がある

 三世代家族が多い

 隣近所が仲良くしている

 隣同士を知っている

隣近所

 声をかけやすい

 近所の顔が見える

 近所の方の家族の様子が
分かり、話題にできる

 自然環境がいい

 空気が良く健康的

自然環境

 温暖な気候と海や、畑の豊富な作物

 緑が多い

 自然がいっぱい

 人口流出・少なくなっている

 少子化・子どもが少ない

 交通の便が悪い

 道路が狭い（歩くところが）

交通

 交通の便が悪く、地域外に働きに出ている

 公共交通路を考える

 公共施設に行く事が難しい

 元気なうちは良いが、すべて不便

 隣人との付き合いが希薄

 一人ひとりの付き合いは良いが、まとまりにくい

問題点

 子育てママに色々できる支援があるが、
まだ分からない人がいる

 地域色が強く、地域を越えての助け合いが難しい

 商店（飲食も含めて）が少ない
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美浜町の強み

 病院がある

 大学がある

 交流行事が多いこと

 あいさつしてくれる人がいる

 行事に参加しない

 あいさつ程度

 考えが古い、新しいことを嫌う

 住民の行政への無関心

 高齢者が多い 情報が伝わらない

 行政の知識不足

10月25日
河和 ①

美浜町の課題

 おもちゃ図書館が出来た

 空家が増えた

 外国人が増えてきたこと
（知らない人が怖い）

 買物をする所が近くにある

 いってきバスが走る

 伝統文化がある（受け継がれている）

 社協の職員さんが頑張っている

施設

 あいさつ

あいさつ ・交流

 回覧板

 隣近所が分かる間柄

 三世帯で住んでいる人が
多いので、子どもが安心

見守り

 緑がある  海がある

 高い山が無い  気候が良い

 自然が多い
 川が小さい

 田舎なので自然があり、田・畑仕事をする人が多い

自然

行政

無関心

高齢者

外国人

空家

 産業がない

 商店が少ない

 ショッピングモールなど、わくわくする所がない

産業

 国道がせまい

 道路がせまい

 買物に行く交通手段

 車が無いと不便

交通の便
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美浜町の強み

 大病院がある

 病院が近くにあり、恵まれている

 障がい者とのふれあい運動会
 ２，３世帯家族でも、昼間は独居

 若年層の人とのつながり

 声かけ

 無関心

 加入率低下（区）

 仕事が少ない

 企業が少ない

10月25日
河和 ②

美浜町の課題

 土地

 緑

 自然が豊かである

 自然に恵まれている

 高齢化

 １人暮らしの方が数人いらっしゃいますので気になりますが、
どこまで入っていっても良いか？

 人口減

 子どもが減ってきている
 大学がある

 近所の顔が見える

 １人になった時に相談・頼れる

 隣組制度 がある

 小さくまとまっている

 核家族であっても親が近い

 祖父母との同居家庭がまだ多くある

 災害が少ない

 災害がない

 若い人が定住しない

 お店が遠いので、車に乗れない高齢者には無理

 買物の手助けをしてあげたいが、閉じこもりの方には遠慮がち
で言えない

 子どもの遊ぶ場所が減ってきている

 車が無いと不便
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美浜町の強み

 仲間意識がある

 近所の人（隣組）を知っている

 元気な高齢者が多い

 障がい児者の支援つなが
り

 障がい者への対応

 町・社協・地域コミュニティの情報共有化が
進んでいない

 【啓発】ボラフェスの中止（産業まつり内）

 仕事をする場所が少ない（就職先）

 地域内で働く場がない

10月25日
河和 ③

美浜町の課題

 隣同士の付き合い

 同級会

 区会経験者の協力

 河和区での子どもを守る活動の充実度

 区域の広さ

 サロンの充実

 ボランティア活動

 若者の地域活動の参加率の低さ  介護の費用が高い

 子育ての楽しさ

 人口減  若者の流出

 少子化に歯止めはかかっているか？

 如何に高齢化に歯止めをかけるか定かでない

 日本福祉大学がある

 区の活動が活発

 （互いに気にしあう）よい自然がある

 体力づくり（予防介護）

 少子化

 学校教育

 福祉が分からない

 福祉への関心が薄い

 自分だけ良ければ、の
意識が多くなってきた

 新旧地域の隔たり

 よそ者意識がある

 隣組の連絡体制

 引きこもり

 買い物用の歩道がせまい

 大きな公園がない
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美浜町の強み

 あいさつ・笑顔

 子どもたちが明るくあいさつをする

 人情が厚い

 近所の人と顔見知り

 地域のつながり

 のんびりしている

 道直しや公園整備をみんなでやる

 同じ悩みの者は繋がりやすい

 人口減少

 若い住人が少ない

 身近に無い悩みには関心が薄い

 高齢化

 道路がせまく、ベビーカー・車イスでの外出が危ない

 ニコニコ市場がなくなった

 年を取った時にスーパーが遠い

 障がい児支援が薄く、町外へ転居する人が多い

 障がい者の働く場（施設）が無い

10月25日
柿並 ①

美浜町の課題

 若い人・子育て世代は孤立している

 魅力ある町になっていない
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美浜町の強み

 やる時はやる

 ボランティア活動を受け入れる場がある

 住民の移動が少ない

 回覧板が良く、地域の様子がよく分かる

 連帯感が強い

 隣組意識が強い

 無関心な人がいる

 無関心の排除

 人により関心に差がある

 声が無いと動かない

 世代を超えた交流の場が少ない

 他力本願

 独居が多くなってきた

 高齢になると自由に動けない（足が無くなる）

10月25日
柿並 ②

美浜町の課題

 地域を良くしていこうと言う人がいる

 老人会の活躍

 老人が元気なところ

 身近な７０代に元気がある

 野間駅が近くにある

 大学・小学校が近くにある

 近くのお店が減っている

 買物への足が少ない

 人（子ども）が減っている

 空地が多く、雑草が生い茂っている

 一部の人が動いている

 ご近所との交流がある

 町内会のつながりが強い
 老々世帯が増えている

 商店が無い
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美浜町の強み

 地域性（つながり）が強い

 地域のつながりがある

 自分で何とかしようとする人が多い

（お膳立てがあればやれそう）

 人口が少ない分、役割が色々まわってくる

 人が減っている

 子どもの人数が少ない

 葬儀など、顔を合わせる機会減

 １人暮らしの人が多くなる

 交通が不便

 車が無いと不便

 移動方法を知らない

10月25日
古布

美浜町の課題

 近所に知人・親戚等、誰かしらいる

 子どもや孫が出ていれば運動会に行く

 人の顔が分かる

 話が出来る

 仲間がある

 仕事が町外に…若者の転出

 役をもらったら困るから行くのを避ける。
頼まれたら困る。

 隣組に入れない

 防災に対して備えが足りていない（知識等）

 仕事を持っている（役割がある）

 土地がある人⇒家にいない、畑に出る人が多い

 声をかけると助けてくれる。気にかけて手伝ってくれる。

 助け合える
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美浜町の強み

 町内全体がすぐ回れる

 町内に、福祉に長けている福祉大学がある

 店が少ない

 店が無い

 買物をする所が少ない

 パチンコ等の娯楽が無い

 住民間のつながりが薄くなっている

 相談窓口が分かりにくい

 区の役員、子ども会、老人会など役員のなり手が
いない

10月25日
細目

美浜町の課題

 情報が早い！！

 地域行事を住民全員で行っている

 隣同士の会話が出来ている

 隣近所が仲良し

 住民同士のコミュニケーションが強い（近所）

 都市部に比べ住民のつながりが多い、強い

 働き場所が少ない

 高齢化

 自然環境が良い

 環境がいい

 子どもが元気

 他家の事情がある程度分かる（近所）

 交通の便が悪い

 野間地区は交通機関が少ない

 道が狭い

16



美浜町の強み

 まだ、地域のつながりが強い

 ＰＴＡの活動に熱心な保護者が多い

 村の行事に多くの人が出席する

 おじいちゃん、おばあちゃんが助けてくれる

 子どもが少ないが、異年齢で交流することが多い

 交通の便が悪い

 道が狭い

 車が無いと生活できない

 駅が無人

10月25日
時志

美浜町の課題

 結束が強い

 子どもも大人（親）も仲がいい

つながり

 子育てに良い環境

 自然がいっぱい

 自然が豊かである

 魚がおいしい

自然

交通

 小児科がない

病院

 子どもが少ない

 少子化

少子・高齢化

 高齢化

 お店が少ない

お店

17



美浜町の強み

 町の西と東に病院がある（入院できる）

 行政・社協の合同による地区への指
導力に期待。指導力があると思う。

 学童保育が無い

 小児科の入院施設が無い

 働く場が少ない

 転居（転入）が少ない（新築する際に町外へ行く）

10月25日
若松

美浜町の課題

 介護施設が充実している

病院と施設がある！
働く場が無い

子どもに対する施設の不足

 子どもが少ない

 子どもが少なく、子ども会
等の活動が減っている

子どもが少ない

 仕事場が遠方のため、平日は留守がち

 持ち家が多い

持ち家が多い

 区へ入っている人が多い

 地元の事を知っている人が多い

 つながりがある（隣の家）

つながりがある

 顔と名前を知っている人が多い

 子どもがあいさつできる

 近所で会えばあいさつする

 老人会・子供会がある

 呼びかけがあれば協力出来る方が
多いので、潜在的に強みがあると思
う

地区の活動がある

 住民が公民館をよく利用している

 老人と若い人のバランスが良い

 若い母のボランティアグループがある

 買物する所が無
い

 買物に困る

スーパーが無い

 空き家が多い

空き家

 若い人が少ない

 交通不便

交通不便

 年齢不関係住民のイベントが少ない

 地域の活動への参加が少ない

活動への参加が少ない

 呼びかけがあれば協力出来る方が多いので、呼びかけの強化

 区と老人会と若い方々とのコミュニケーションの強化

18



美浜町の強み

 自然が多い

 自然環境が生活に適している

 「お寺」「お宮さん」を中心としたコミュニティーが残っている

 文化がある

 働く場所が無い

 高齢化が進んでいる

 高齢者世帯の増

 子どもが少ない

 子どもが「いない」！

 若者が少ない

 ８０５０が多い（希望が薄い）

10月25日
小野浦

美浜町の課題

 地域的なまとまり

 結び付き（結束力）が強い

 地域が狭く、対応しやすい

 助け合う力がある

 地区の団結力がある

 商店が無い

 空家の増

 交通機関が不便

 なんとかなる 無いなりに

 もちつもたれつ

 近所の様子が分かる

 地域住民が「顔見知り」

 若い人がいない

 子育て世代が転出するばかりで転入が無い

 未来が不安

 超高齢化

 高齢者の占める割合が高く、活動が難しくなる
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美浜町の強み

 信念が強い（頑固）

 熱心さがある

 内海食堂の出前がある（緑苑のみ…）

 働くところが少ない

 若い人が住む、働くところが少ない

 線を引く

 おもいきりがない
（新しいものに、すぐにはいかない）

 新しい人の受け入れが難しい

 防災について

10月25日
上野間

美浜町の課題

 気軽に声かけができる

 当事者の見守りをしてくれる

 お母さんたちのつながりができはじめている

 大学生がたくさんいる

 マンパワーが強い

 地域の主導する人が高齢者ばかりになっている

 働くことに生きがいを持っている人が多い

 よそ者を受け付けない（人のみでなく）

 情に厚い

 地域のつながりがある

 縦のつながりがある

 親子・親戚などのつながりが深い

 まっすぐ（いい意味でも悪い意味でも）

 運動会が盛り上がる（地区ごと）

 環境が良い（緑が多い、海）

 昔からの隣との付き合い

 公共交通機関が不十分

 気軽に利用できる場所が少ない

 近くに店が無く、買物が不便

 プールが無い

 喫茶店が無い

 バリアフリーが無い

20



美浜町の強み

 話し合いが出来る

 優しい心

 絆

 団体の絆

 学校と協力している

 自然が豊か

 空気が良い

 農業

 人口減少

 少子化

 学校がなくなるのか

 高齢化

 老人が多い

 空家の増加

 病院が少ない

 交通不便

 公共交通

 交通事情

 働く場が少ない

10月25日
切山

美浜町の課題

 祭礼がある

 海が近くにある

 空気

 魚介類がおいしい
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美浜町の強み

 地域の人を屋号で呼び合う

 世話好きな人もいる

 地域が西と東に分かれる

 発展性が望めない
 財政難

10月25日
美浜緑苑

美浜町の課題

 お年寄りが多く、知恵がいっぱい

人との絆
お金 地域

 無関心

 見て見ないふりをす
る

個

 静かな環
境

 散歩道が多い

環境

 後継者

 少子化

過疎

 自分のこととして捉えない

 先頭に立つ旗振り役を担う気概が少ない

 お節介な人が少なくなっている

世代間交流の希薄化

 いっこくな人がいる

 地域のつながりがある

 社協の人の顔が分かる

 ちゃんとあいさつが出来る人が多い

 まだ人情味がある

 同級生のつながりが強い

 絆が強い

 いっこくな人がいる

 今月、100人も集まった！

 若者の定着が難しい
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美浜町の強み

 児童が老人に挨拶をしてくれる

 あいさつ
（すれ違った時に自然と声をかけ合う）

 近隣住民の温かさ

 となりとの会話がある

 地域の中で、人と人との交わりがまだたくさん残されている

 長寿会活動  日福のおひざもと

 地域ごとに病院がある

 行事ができる場所がある

 布土市民運動会

 昔ながらの年間行事

 アゼリアがある

 里山を活かす

 自然が多い（緑と川）

 空気がキレイ！

 行事への参加へ無関心

 地元に残る若者が少ない
（他地域より多いかもしれない）

 次世代の地域活動に参加が少ない

 西側と東側の親近感が薄い

 地域の良さがあまり見つからない

 若者（学生）の地域への参加が少なくなった

 小学生以下の子
どもが少ない

 少子化への対応

 社福協をもっとアピール

 買物難民問題

 交通が不便

 １人暮らしが多く、買物に行く手立てが少ない

 会場への送迎問題

 娯楽が少ない（名古屋まで
時間がかかる）

 遊歩道整備

 会場がせまい

10月25日
布土 ①

 階段

美浜町の課題
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美浜町の強み

 日福大があって、ボランティア活動が盛ん
⇒ 福祉に興味がある学生が多い

 ボランティア活動に積極的な人が多い

 両親・親戚が近隣に多い  前期高齢者が活躍している

 社協さんが地域福祉の取り組みに積極的

 社協は風通しがよく、参加しやすい

 環境が良い

 自然が多い

 空気がきれい

 近くに商店が無い（閉店）

 身近な店舗が少ない（人とふれあえない）

 買物をする所が少ない

 暗い

 車が無いとどこにも行けない

 移動手段がない ⇒ 車が無いと生活できない）

 人口減少
 貧困老人の把握

 子どもの貧困の把握

 老老介護の把握

 予算が少ないのでは？

 財政的な問題でなかな
か解決しない

10月25日
布土 ②

美浜町の課題

 高齢者サロンが増えた（ボランティアのおかげ）

 小学校とのつながりが強い

 地域の繋がりがある（運動会、祭）

 安全な町

 子どもが地域に見守られている

 人口２万人は取り組みやすい

 人が穏やか（おとなしい）

 人がやさしい

 人が温かい
（駅から自宅に向かって歩いていると、声をかけてくれて
近くまで送ってくれる）

 東と西に分断されている

 海が汚い⇒貝が多くて臭いがきつい

 産業が偏っている（一次産業のみ？）

 専門職の人材難（不足）

 障がい者の雇用施設が
少ない

 認知症の見守りネットワークが出来ていない

 若い人があまり地域活動を
していない
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美浜町の強み

 近所付き合いが濃い

 地域のつながり、少しは残っている

 新しく北方国入って来た人に良さを知ってもらう
機会がない（？）

 若い人の他市町への転出

10月25日
北方

美浜町の課題

 防犯意識が薄い 空家が多い

 傍観者が多い
（可能性とも取れるが…）

 景色が良く、癒される

 子どもがあいさつしてくれる

 高齢者が元気なので、色々なイベントを盛り上げてくれる。
協力的。

 地域でのイベントが盛ん

 パレが無くなると困る

 安心して歩ける散歩コース
が少ない

 カギをかけない
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美浜町の強み

 助け合い

 人情に厚い

 自然が豊か

 景色が良い

 子どもの人数激減

 小学校の少人数？

 子どもが外で遊ばなくなった

 友達との外での遊びが少ない

 働く場所が無い

 若者の仕事場が無い

 空家が増えた

 核家族

 若者の地域離れ

10月25日
矢梨

美浜町の課題

 村全体のあいさつ

 元気な高齢者が多い

 つながり

 近所の人はほぼ顔見知り

 仲間・友達

 野犬が多い

 高齢でも仕事をしているので、地域活動に参加してくれる人が
少ない

 公共の施設が遠い

 子どもからあいさつをしてくれる

 若い人も頑張ってくれている

 住み良い

 災害が少ない

 伝承文化（お祭り）を続けている

 近隣見守りあり

 子どもが少ない

 食事を一緒に食べることが少ない

 家族内伝承に欠ける

 街灯のない所がある

 歩道のない所がある

 悪臭が強い！

 交通機関の整備（バス・電車）

 交通が不便
（現在は自分で運転しているが） 26



第２回

・ 私たちの町（地区）のいいところ
・ 身近なところで困っていること
・こんなまち（地区）であったらいいな
・私たちにできること



第２回 美浜町ワークショップ 主な意見まとめ

美浜町のいいところとしては「地域住民のつながりが強い」「隣近所と顔見知りである」といった近隣のつながりの強さと、「自然が多く、空気がきれい」「景
色が良い」といった自然環境面の良さについての意見が多くみられます。

困っていることについては、「人口減少、少子高齢化」が最も多くみられました。その他、「道路が狭い」「街灯が少なく、夜が暗い」といった道路の整備・設
備に関する意見や「歩いて行ける店が少ない、ない」「交通手段がない」といった交通の不便さを訴える意見が多くみられます。

私たちの町（地区）のいいところ

身近なところで困っていること

● 地域住民のつながりが強い

● 海があり、海水浴や潮干狩りができる

● 自然が多く、空気がきれい

● 景色がいい

● ２世帯、３世帯同居が多い

● 高齢者や子どもが元気 ● 静かな環境で住みやすい

● 食べ物（野菜・魚・果物）が美味しい

● 優しい人が多い

● 挨拶ができる

● 災害が少ない

● 隣近所と顔見知りである

● 大学があるため、若者が来る

● 働く場所が少ない

● 交通手段がない

● 歩いて行ける店が少ない、ない

● 人口減少、少子高齢化

● 空家の増加

● 公共交通機関が遠い

● 強風で砂が飛んでくる

● 道路が狭い

● 潮風による被害（錆びる）

● 街灯が少なく、夜が暗い

● 悪臭がすることがある

● 野良犬、野良猫
28



近い将来のまち（地区）のイメージとして、「人口が増加している」「子どもがたくさんいる」「若者が定住できる町」といった人口増加を望む声が各地区で共
通して多くなっています。また、買い物や通院、遊びなどの施設の少なさや、交通手段の不便さの解消を望む声も多くみられます。

困っていることについては、「人口減少、少子高齢化」が最も多くみられました。その他、「道路が狭い」「街灯が少なく、夜が暗い」といった道路の整備・設
備に関する意見や「歩いて行ける店が少ない、ない」「交通手段がない」といった交通の不便さを訴える意見が多くみられます。

こんなまち（地区）であったらいいな（2025年夏頃イメージ）

私たちにできること

● 便利な施設（スーパー、コンビニ、公園、スポーツ施設、ファミレス、 喫茶店、銀行、病院、駅、温泉等）がある

● 人口が増加している

● 交通手段が充実している（バス、タクシー）● 道路が整備されて広くなる

● 子どもがたくさんいる ● 近隣同士で助け合える町● 空き家が無くなっている

● 若者が定住できる町● 働く場所がたくさんある

● 皆が集まれるサロンが充実 ● 自然が豊かな町

● 隣近所と声をかけ合い、近所づきあいを大事にする ● 自分の健康に気を付ける

● ボランティア活動に参加する

● 地元で買い物をする● 困っている人の買い物代行、送迎

● 地域活動に参加する

● 独居の人への声かけ、訪問● 道路の草刈り、ゴミ拾い等美化活動

● 子どもの通学や高齢者の見守り

● 気軽に集まって喋ることのできる サロンの開催

● 子育ての手伝い

29



私たちのまち（地区）のいいところ

 料理を分けてもらえる

 いろいろな野菜を分けてもらえる

 保育所に通ってくる子どもがいる

 お店の料理がおいしい

 静かです

 ＢＢＱが楽しい

 高齢者が元気

 近所の人が親切

 優しい人が多い

 歴史がある

 お年寄りが多い

 花火大会がある

 旅館がある

 老人会の参加者が少ない

 若い人が少ない

 子が家を出て、地域が続かなくなってしまっている

 若い夫婦がいない

 地域の疎遠化（あいさつもなし）

 子どもの数が減少している

 運転できない人の買い物

 駅が遠い

 道が細い

 道が暗い

 空き家の雑草・雑木・倒壊 → 生活環境の後退

 交通の便が悪い

 夏、海岸の路上駐
車が多い

 守秘義務で地域の情報不足

 空き家が多い

 食料品を買う店がない

11月17日
一色

 夏場の交通渋滞

身近なところで困っていること

 畑・田が多い
街

 空き家（以前の別荘）が多い

 食べる所がある

 落ち着いた街並

 砂浜

 海岸線

 夕日がきれい

 海がある

 対岸の花火も見える

 散歩がしやすい（海岸とか）

 砂浜と少しの松林

 浜風がきもちいい

 夕日と三重の山並

 近くで買い物ができない

 畑を作るような空き地がない

 海への道が砂や草で
歩きにくい

 潮風による被害がある

 潮風により錆びやすい

 冬場、海風が強く歩けない

 冬に砂が飛んでくる
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 自分ができることの登録

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 老人はもっと遊んでお金を使う

 元気な老人であること

 海の上に電車を走らせる

 どんぐりの木・松ぼっくりの木（いろいろな種類）

 道が明るい・きれい

 リフレッシュできる場所になる

 高齢者、働く人、子どもがほどよく生活している

 近所があいさつできる

 楽しめるドッグラン

 子どもを育てる場

 息子夫婦が戻ってきている

 海岸にカフェがあるといいな

 きれいな街並み

 子どもと老人の交流を持
つ

 子どもを集め遊ぶ

 家にこもらないように声をかける

 老人に保育所に来てもらって畑の作り方を教えてもらう

 アイドルを育てる

 家の周りの掃除

 空き家の管理

 協力して、かにの地図をきれいにする

 空き家でねこカフェをしてくれる人を募集する

 観光客を呼ぶ

11月17日
一色

私たちにできること

 街並みを整備して道を広げる

 ねこカフェ

 かにの地図がきれいになるといいな～

 ダンスホールを作る

 大きなスーパーができる

 都会の人たちに空き家を紹介する

 木を植える

 きれいな夕日をネットに載せる

 フクロウカフェ

 活気ある町

 海にトンネルを掘って対岸まで行く

 カラオケ店を増やす

 電動カートで行ける舗道

 無人の移送車が町を走る

 働く場所が増える

 海辺のリゾート化

 海を活かしたリゾート計画

 海岸がもっときれいに、お店も増えるといいな～

 きれいな砂浜
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私たちのまち（地区）のいいところ

 地区が密集していてまとまりがある

 人が優しい

 顔なじみの人が多い

 駅が近い

 住民同士であいさつ・声のかけあいができる

 高速道路が近い

 三世代同居の人が多い

 週末の交通渋滞

 個人商店が少なくなって人情味がなくなってきた

 店が減ってきている

 路上駐車が多い

 通学路をスピードを出して通る車がある

 畑が遠い

 抜け道の運転があらい

 犬のフンの後始末

11月24日
浦戸①

身近なところで困っていること

 地域でまとまりやすい

 店が少ない

 道中が狭い

 ゴミの収集日を知らない人がいる
 総合病院が近い 役場が近い

 郵便局が近くにある

 寺が近くにある

 住むのに適している

 コンビニが近くにある スーパーが近い

 景色がいい

 パレがある 歩いて行けるので買い物に困らない

 金融機関が近くにある

 災害が少ない

 農協が近くにある

 交番が近い

 交通の便が良い

 地区外の人がゴミを持って来る

 空き家が多い

 夜、町の中が暗い 海がきれい

 自然が多い

 海も山もある

 空気が澄んでいる

 ゴミの集積場への不法投棄

 子供が少ない

 カラスが多い
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 隣近所に声をかける

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 町おこしで町に活気がある

 空き家がなくなる

 大きな災害にあわない
でほしい

 観光地が増え、財政が豊かになる

 ボランティア活動をする

 近所づきあい

11月24日
浦戸①

私たちにできること

 集う場所が増えている

 高齢者の集う場所・憩いの場所が増える

 子供の数が増えて元気な町に

 子供と高齢者の交流の場所が増える

 浦戸のボランティア活動が続いていると良い

 こんな地区であったらと思う以前にその時に自分自身
が健康で暮らしていたらと思う

 都市計画道路ができると、落合が近くなる

 公園で子供・高齢者が一緒に集まる

 近所のことに関心を持つ

 道の草刈り  散歩しながらゴミを拾う

 子どもを産む

 一人の住人として老人たちをなごませるボランティア活動

 声をかけあう

 今よりもっと住みやすくなる

 公園が増える

 空き家の活用

 地域活動への参加  町の行事に参加する

 元気でいること
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私たちのまち（地区）のいいところ

 自然が良い

 地域のお祭りや催しが多い

 人の団結が強い（浦戸区）

 近所の人々があたたかい

 人情味がある

 近所づき合いができる

 お墓お寺が近く、毎日おまいり
ができる

 祖父母が子育てを助けてくれる

 役場が近い

 大人数を収容できる料理屋さん
がない

 道路（抜け道がない、247しかない）

 （自分の活動についてですが…）空家を安く借りた
い

 店がはやく閉まる

 夜遅くまでやっている喫茶店が少ない

 災害に弱い、地盤が悪い、津波がこわい

 街灯が少ない

 海苔の価格低迷し、漁業で生活できるか不安

 収入を得るチャンスが少な
い

11月24日
浦戸②

身近なところで困っていること

 魚がおいしい

 飲食店が減ってきて法事の食事をするところに困っている

 野菜がやすい（農協）

 区がまとまっている

 食事がとてもおいしい

 電車（ほとんど特急が止まる

 地域の方が声をかけてくれ
たり親しみやすい

 海や山、自然豊かなところ、すぐ海で遊べる

 小さな区なので団結力がある

 静かである

 私鉄（名鉄）の駅がある

 人とのつながりが深い

 地域のつながり強

 夜が暗すぎ

 農産物が安くなって生活が困難

 周遊バスがあるものの車が必要

 道路が狭い、草が生えると歩道がなくなってしまう

 道路の整備も良し

 金融機関が近くにある

 避難の時、どこに逃げたらよいか？

 犬、ネコのフン 猫がわが庭を荒らす

 子どもが少ない

 海が近くにある

 おすそ分け。野菜や魚など

 特産品がある、みかん・塩・えびせんべいなど

 河和駅（始発駅）が近い

 スーパー、コンビニがある

 小学校のグランドが広い

 日福大がある

 学校が多い

 塾がある

 大きな病院がある  厚生病院が近い

 保育所がある

 病院も頑張っている

 買い物（30分かかる、移動時間）

 終電が早い

 海や浜辺へのゴミのポイ捨て  冬場になると風が非常に強い

 ギリギリ徒歩けん内で、中
学まで娘が歩いている
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 美浜に住む

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 多世代が助けあえるネットワークの構
築

 河和と内海をつなぐ線路がで
きる

 外国人観光客や遊びにくる人が増える

 子どもの数や世帯も増え、よりにぎやかな町に

 住民の人たちとのコミュニケーション

11月24日
浦戸②

私たちにできること

 高齢者用の食堂ができたら

 みんな仲よく助けあえる
町

 みんながワイワイ集まれる場所

 交通の便が良くなるといい

 北田面と浦戸落合・大沢
を結ぶ道路が完成してい
たら

 高齢者から子供まで顔が
分かる、仲良くできる

 渋滞しない生活道路

 知多しん線と河和をつなげ
る

 男女共同参画をすすめたい

 行事や催しへの参加をすすんで行うことによる、結束の
強化や活性化

 運動会に参加する あいさつ

 まちづくり団体にいるので、美浜町のことをもっともっとよくした
い

 ファミサポへの登録

 地域行事への参加・協力 子育てをみなが手伝える町

 新しくきた方とも仲良く

 地区の道路を広げられた
ら

 健康に留意、元気に過ごす

 武豊町・美浜町・南知多町を結
ぶ道路をつくる

 NPOなど福祉サービスで収
入を得られたら

 若者が働ける場所がたくさんあるといい  就職先がある

 子ども食堂、無償学習支援

 街をきれいにすること

 消防活動を通して、地域の安心・安全の保障

 子育て手伝いの相談

 子どもたちがいろいろな経験ができる町

 地元で働ける場所の確保

 交通の便が更に良くなり、娯楽施設
やショッピングモール等、より活性
に

 歩いて行ける居酒屋が増える

 地区の差がない
保育所、小中学

校

 山を切り開き宅地に  猫を外に出さ
ないでほしい

 高齢者の話し相手

 楽しく生きること
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私たちのまち（地区）のいいところ

 特急で名古屋にすぐ行ける

 知り合いが多い

 便利ないなか

 駅・銀行・医療機関・飲食店・スーパーなどがあり生活に便利

 色々なお店があり便利

 子供達が素直 子供の声がする

 お店が多い

 公民館もあって人が集いやすい

 治安が良い

 小学校・保育所・大学が近い

 雑草がのび放題

 大通りが1本なのですぐに渋滞す
る

 災害時、海が近いので特に地震・津波が心配

 車両がないと不便

 空き家が多くなってきた

 山が竹林で荒れていく

 カラスが多い

 塩害

 クモなど虫が多い

 ハエや羽アリが大量発生する

 アルバイト先が少なく、自給も安い

11月22日
奥田中①

身近なところで困っていること

 自分が子供の頃を知っている人が多い

 大学があるので図書館が利用しやすい

 渋滞が激しい

 ゴミ出しルールを守らない人がいる

 大学がある

 ハゼ釣り・マダカ釣り

 夜空がきれい

 潮干狩り

 海水浴

 学生の自転車の乗り方

 のどかなところ

 一年を通して雨が少ない 雪が積もらない

 おまつりがある

 田畑が多い

 地元でとれた野菜が新鮮で安い

 街灯が明るい

 海苔・魚など海の食べ物がおいしい

 南知多ビーチランドがある

 野菜や果物など豊富でおいしい

 ケーキ屋・パン家がある
 野犬がいる

 学生のアルバイト先が少ない

 海抜が低いので津波が心配 冬に風が強い

 自転車に乗る学生の飛び出し

 カラスが朝夕集まる

 娯楽施設が無い

 車のワンセグの電波が入らない

 中学生があいさつがよくできる

 落ち着いている。特に子供

 名古屋に割と近い

 人の気持ちがおおらか、のどか

 大学生との交流、大学と保育所、地域住民との交流がある

 セントレアが近い  駅が近い

 いなかだけど、電車が通っている

 空気がきれい、おいしい

 自然がゆたか

 海苔と米がおいしい

 細い道・路地裏の雰囲気が良い

 歩道が少なく危ない  旧道が狭い

36



 地区での買い物

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 駅周辺の整備・開発

 支援センター・高齢者コミュニティー・児童館がある総合施設

 交通の便で不自由しない

 高級なミカン・米で収入を良くする

 近所づきあいを大切に

 地産地消

11月22日
奥田中①

私たちにできること

 保育園と小学校と高齢者が一緒に遊べる施設があるといい

 若い世代が暮らしやすい広さ・安さのアパートがほしい

 若者が流出しないような雇用環境

 アサリ復活

 若い世代が多く住んでいる。

 潮干狩り・海水浴の復活

 海をテーマに大きなテーマパークを作る

 子供がもう少し多くなると良い

 農業や漁業で大きな会社にする

 山などを減らすことなく整備されると良い

 魚太郎のような施設で魚介類や野菜果物の販売

 歩道整備

 無料バス・タクシーの増加

 愛知県で一番きれいな海

 工場等大型施設の増加

 道路沿いに花

 地元産の物で産業（会社）を作る

 いろいろな世代との交流の為にみんなで遊べるスペース、公園、広
場、施設がほしい

 畑に種をまき、花畑をつくる

 大府の元気の郷のような施設がほしい

 野菜をつくり、食べたり近所に分ける

 いろいろな人とあいさつ

 合併

 地域の行事にできるだけ参加する

 地域のことに興味を持つ

 病院・小児科の充
実

 美浜産、奥田産のものを購入する

 知多半島→セントレアの電車を通す

 農業を取りまとめる組織が必要。（先行き不安で後継者不足）

 魚がいっぱいの海

 東西の真ん中の発展・開発

 まず、自分が楽しく暮らす

 サロンをもっと作る

 人とつながりをもつ

 子供や高齢者に声をかける

 近隣の方にあいさつ・顔を知る・売る

 少しずつだが身近なところから花いっぱいにする

 ゴミの分別をきっちりする

 草取りをする

 お店の増加

 交通ルールを守る

 写真や動画をブログ・ラインなどのＳＮＳへあげる
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私たちのまち（地区）のいいところ

 あいさつをしてくださる方が多い

 あいさつが元気

 みかんがおいしい

 元気な学生が多い

 人がやさしい 人柄が良い

 学生さんがいて活気がある

 協調性がある

 もっと町の人と話ができる場所
がほしい

 街灯が少なく、道が暗
い、こわい

 駅までの道のりが暗い

 子どもが少ない

 若い人が学生さんだけで地元
の若い人がいない

 高齢者の車運転がこわい

 昔は鍵なんてかけなかったが
今では毎日かけなければなら
ない。

 カフェやファミレス夜間営業のラーメン屋など飲食店が少ない

 病院が無い

 公園が無い

 駅のトイレが改札の中にしかないし、
車イスの人は使えない

 津波避難場所がすぐに思いうかばない

11月22日
奥田中②

身近なところで困っていること

 あいさつに笑顔で応えてくれる

 町の中に学校がある

 津波が来たら避難場所が大学では遠い。

 学生と地元民の交流が限られ
ている

 おいしい魚が食べられる

 時間がゆっくり流れていく 静かな環境

 潮干狩りができる

 星がきれい

 奥田小学校が近くて良い

 活動的な人が多い

 ワラビが採れるし、貝も採れる

 人がいい

 空気がきれい

 海が近く散歩にいい

 絵を描くモチーフがいっぱい

 きれいな海がある

 若者（学生）が行き帰りして街に活気がある

 隣近所と仲が良い

 学生さんと気軽にあいさつができる

 小学校・保育所がある

 公民館に多目的トイレとエレベーターがほしい

 電車賃が高い

 老人憩いの家がある 正月の振る舞い酒が美味しい

 チャレンジドがある  アパートがたくさん

 文化施設が少ない、ない

 観覧車に乗れる

 コンビニのトイレが車イスの人は使えない

 お祭りがある 八幡社、大己貴神社がある

 ちょっと足をのばすと美味しい店などがある

 果物が安く美味しい（特にミカン、イチジク）

 小学校・保育所が隣同士

 南知多ビーチランドがある

 銀行・農協・郵便局が近い  コンビニ・農協が近く買い物に便利

 最寄駅に多目的トイレがある

 国道がある

 エレベーターのある奥田駅

 駅下の「咲」、ケーキのかわのやなど、人情味のある店主のいる店

 行ってきバスの運行がいつ
も遅れている

 車の免許が無い人の移動手段がない

 行ってきバスは車イスで利
用しようとすると予約がいる

 名古屋まで出るのに時間とお金がかかる

 行ってきバスの福祉車両のリフトの使い方を運転手が理解していない

 渋滞・事故
が多い

 空き家が多い、増えた

 道路のゴミなどゴミが多い

 学生はすぐ出ていく

 若者（学生）が夜騒ぐなど、マナーが気になる

 下水路は町で清掃してほしい

 ゴミ出しのルールを守らない

 道路・歩道
が狭い

 道路にまで管が伸びている

 自転車のマナーが悪い  自転車のマナーが悪い

38



 隣近所に声をかけあう

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 シャトルバスが遅い時間でも使えるように

 消防署

 街灯が増えて夜道も安心

 コミュニティバスがもっと使いやすくなる

 子育ての手伝い

 子供・高齢者いろいろな世代の方へあいさつと声かけ

11月22日
奥田中②

私たちにできるこ
と

 若者・子供がたくさんいる。出ていかない

 母子・父子家庭の親も安心して働くことができる

 地元民が学生（若者）と気軽に一緒に楽しめる場所がある

 ここに住んで良かったと思える町

 夜でも明るい町

 誰でも使えるトイレが増えている

 車イスでも安心して通れる道

 隣近所の人が声をかけあう町

 子供も大人も楽しめる場所がある

 困っている人の相談員がいる

 ヘルパー事業所がいっぱいある

 近くに夜間・緊急診療のある病院がほしい

 歩いていける距離に病院がほしい

 安心して移動できる道

 子供が安心して遊べる
場所がある

 カフェなど夜もあいているお店がほしい

 老人が住みやすい町

 笑顔ですごす

 地元で買い物をする

 美浜のいいところを探す・アピールする

 小さい子へ読み聞かせ

 登下校中の子供へ声かけ・見守り

 いつも車で行く場所へ歩いて行ってみる

 他の区・町のいいところを見てくる

 自分からあいさつする

 大きいショッピングモールがほしい

 子育て支援ＮＯ．１半島

 高齢者の方と交流する

 地域開催の行事など、いろいろな行事に参加する

 子供達ともっと町を歩いてみる

 地域のボランティア活動に参加する

 隣近所との関係を密にする

 できたらこの「懇談会」にもっと学生を連れてくる。
特に地域福祉コースの学生

 歩いて区のいいとろ探し

 健康の森のような散歩道がほしい

 音楽ホール・博物館・美術館・文化会館など
文化施設がほしい

 道の駅がほしい

 ゴミ拾いをする  ゴミ出しのマナーを守る

 草取りをする

 仕事を頑張る 出来るだけ体を動かす

 学生を誘って町内へでかける・町のいいところを聞く
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私たちのまち（地区）のいいところ

 若い人（学生）が多く活気がある

 海や山が豊か

 田畑が多くのんびりしている

 区がしっかり頑張っている

 昔の良さが残っている

 夕日がきれい 自然がいっぱい

 人情味豊かな人が多い

 星がよく見える

 素直な子供が多い

 スーパーが北奥田に１軒のみ

 働く場所が少ない

 大学生、中学生のあいさつがない

 山が荒れている（竹林）

 店が少ない

 道が細い

 子供・親子が楽しむ公園が少ない

 区や行政に無関心の人

 自転車のマナーが悪い

 大学生のゴミ出しがよくない

 救急や消防への不安

11月22日
奥田南①

身近なところで困っていること

 自然が多く、子供達が外で遊べる

 人間関係が良い

 空き家が増えてきている

 交通の便が悪いバス

 野間中の学生が素晴らしい

 病院が近い

 コンビニが多い

 旧道が狭い

 電車が利用しやすい

 大学があるので地域に活気がある

 ボランティア熱心の人が多い 皆が元気である

 ゴミ出しのルール。マナーが守られていない

 災害への対応の不安

 隣人との声かけがない

 近所の交流が少ない

 一人暮らしの高齢者の増加

 中学生のマナーが悪い

 住んでいる人がのんびりしている

 高齢者が元気

 農業ができる・盛んである

 海が近く心が落ち着く

 理美容院がある

 田んぼが多い

 小学生の交通マナーが良い

 南知多ビーチランドがありお客さんが来る

 お祭りがさかん（山車）

 銀行やコンビニがある

 歯医者がある

 国道がきけん

 福祉大学がある

 歩道のない国道

 車がないと生活できない
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 困っている人への小さな援助

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 名古屋まで１５分で行けたらいい

 行動が南知多まで開通

 老人センターやコミュニティーセンターがほしい

 元気で暮らす

 助け合い・支え合い

11月22日
奥田南①

私たちにできること

 住人が健康で明るく元気なまち

 親子で手をつなぎ、歌って歩ける街

 子供から大人まで楽しく暮らせる町

 若手農家の増大

 春夏秋冬、楽しめるまちになってほしい

 戦争のないまち 駅前開発

 排水路の完備

 国道以外で広い道があったらいい

 働く場所が増える 第６次産業

 災害に強いまち

 ひとり暮らしの人に声をかける

 たえず、声をかける

 花をたくさん咲かせて通る人の目を楽しませる

 道路の設備が良くなってほしい

 家族が増え町中がにぎやかに

 ボランティア活動を広めていく

 地域行事にできるだけ参加する

 健康診断へ行き、病気をしない、元気ですごす

 地域カフェなどの交流の場

 高齢者世帯を大切にする

 お年寄りと話す（あいさつだけでも）

 全国規模のイベントを開催したい
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私たちのまち（地区）のいいところ

 自然が多い、残っている

 緑の山・丘があり景観がいい

 小さい子まで道で会うとあいさつ
できる

 美しい浜辺、海

 デパートが無い

 少しだがのんびりしている町

 釣りができる 海水浴ができる

 お米がおいしい

 鳥の鳴く声がよく聞こえる

 田園風景が良い

 行事への参加者がいまいち

 家系の跡継ぎが少なくなっている

 道が暗い

 老人会の参加が少ない

 身近に職場が無い

 同級生とのつながりがある

 若い人の出会いの場がない

 風が強い

 歩道が少ない

 道路わきの雑草が多い。行政支援が必要

 飲み屋が少ない

11月22日
奥田南②

 結婚の世話をする人がいない

身近なところで困っていること

 のりがとれる・おいしい

 買い物に行けない人が増えつつある

 隣近所に出会いの場が少ない  平均年齢が高くなってきている

 比較的コンビニが多い

 行事には協力、参加者が多い

 祭り・盆踊りが続いていること

 みかん狩りができる・おいしい

 南知多ビーチランドなど遊ぶところがある

 観光地がある。友達が来た時連れていける。

 駅がある

 道が狭い

 日福大があるので若者が
多くにぎわいがある

 田舎くささが残っているのが味わいがある

 まあまあきれいな海がある

 空港が近い

 お祭り、初詣にぎわいがある

 旬の食べ物が豊富

 買い物のバージョンが少ない

 安い店が無い

 山の竹が多くなり、荒れている 山が荒れている

 １００均が無い

 まだ人と人とのつながりがある

 海からの飛砂が多い

 空き家が多く不用心

 ゴミの収集方法がわるい

 少ししか高台がない
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こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 若者が多く集まる

 釣り公園

 太陽光・風力・地熱等、金を生む施設づくり

 地区の特色としてホタルの町
をつくる

 自然を生かしたアドベンチャーワールドを作る

 観光地になるようなビオトープ

 専門コンサルタントの意見を聞く

 地域地区住民で徹底的に討論する

 駅前周辺に健康ランドがあるといい

11月22日
奥田南②

私たちにできること

 ハイキングコースがほしい

 明るい町

 他の地域から人が集まる

 海ガメにやさしい海

 知らない人がいない町

 区民・学生が集える地域にする

 海水浴・潮干狩りでにぎわう海

 ディズニーランド

 海浜リゾート（行ってみたい美浜町）

 マンモス校になる

 人があふれる駅前

 不用品をフリーマーケットに出せる施設

 大企業の進出・誘致

 オートパイロット車

 海を生かした施設（サーフィン・水上バイク・海水浴ができる海づくり）

 気楽につどえる赤ちょうちん

 地域の特産物を考え、売り出す

 一人でも多くグランドゴルフを教えたい

 奥田を良くするアイデアに賞金を出す

 困っている人を手伝いできるシステム（点数制）

 花いっぱい活動（花壇づくり）

 職業別に人を集め産地化を図る

 町への協力

 レジャー施設（呑んで、入浴、マッサージができる）

 先進地に人を派遣し、情報を得る

 ラスベガス美浜進出

 温泉

 自由参加で定期的に海岸清掃

 町への要望

 海岸清掃（美しい浜辺づくり）

 地元で買い物をする

 行政と地区が一体となり地域づくりの場をもうける

 常春の果樹園プロジェクト

 有名になって地元を宣伝する
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私たちのまち（地区）のいいところ

 子供達とあいさつができる

 多職種。地元で何でもできる

 夜間ウォーキ
ングができるく
らい安全

 とても住みやすい

 駅がある

 近所との交流がある

 ボランティアで協力してくれる人が多い

 近所とのつきあいが良い

 子供が素直 皆、元気である

 男性の交流の場がない

 車に乗れないと病院へ行けない

 空き家が増えた

11月22日
奥田南③

身近なところで困っていること

 静かである。のどかである

 大学があるため、他地域よ
り若者が多い

 病院が少ない

 単身・核家族が増えた

 病院が少なく待ち時間が長い

 高齢者だけの家庭が多い

 道路が狭い

 自然の景色がいい

 海と山がある

 海の物も山の物もおいしい

 治安が良い

 何かあると知らせてくれる

 農家や海苔もとれ、これらに
恵まれている

 かんぽの宿がある

 買い物（日用品・食糧）ができる スーパーがある

 コンビニが多い

 レジャー施設（南知多ビーチランドがある）

 友人をつくりやすい

 自然が多い

 道幅が狭く、車のすれ違いが困難

 本屋が無い

 奥田小のたいこがいい

 喫茶店が多く、おしゃべりする
場が多い
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 声かけ

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 車が無くても買い物に行ける（近所の協力含む）

 高齢者にタクシーチケット対応

 企業を誘致して人口を増やしたい

 友人とモーニングコーヒーする

 元気にあいさつができる

 歳をとったら友達とお茶を飲みおしゃべりする

 ゴミ拾いや草取りなどのボランティア

 健康寿命をのばす

11月22日
奥田南③

私たちにできること

 一世帯あたりの
人数が多い家
族

 桜の木や花の咲いて
いる公園があると良い

 子供がたくさんいる

 大きな総合病院がある  健康ランド・風呂サウナ・
マッサージ等

 大きな公園がある

 道路網の発達した地区

 観光名所を作り人を呼ぶ

 隣近所と挨拶、声かけをする

 地域との交流をもつ

 高齢者と若者・子供との交流の場を作る

 健康でいて畑仕事ができること

 歳をとっても元気で健康でいること

 子供や高齢者の見守りのボランティア

 奥田地区に住み続ける  美浜町に住む
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私たちのまち（地区）のいいところ

 海がきれい

 田んぼや畑がいっぱい

 駅が近い

 海の幸・山の幸

 小学校では1クラス少人数制

 自然物が多い 自然が多く残っている

 保育園に誰でも入れる

 セントレアがちょうどいい距離にある

 景色が良い

 食材がおいしい

 西風が強い

 街灯は増えてきているが、まだまだ暗い

 空き家が増えてきた 若い人が少ない

 自然が豊かだが、竹が多くなってきている

 中学生の自転車通学で危険な場所がある

 ゴミ出しルールを守らない人がいる

 野良猫が多い

11月22日
奥田北①

身近なところで困っていること

 田畑が多い

 隣の人との会話がまだある

 名古屋方面の職場・学校が遠い

 国道が狭い

 美浜では飲食店が多い

 方言で話せる

 魚がおいしい

 私の周りが広い・人が少ない

 時々247号道路が渋滞する

 人とのつながりが強い

 野菜がおいしい

 247号線に歩道が無い

 夜、駅から集落までの道が不安

 働く場所が無い、バイト先が少ない

 大きい病院が遠い

 国道以外は道が狭い

 道が暗い

 名鉄の駅がふたつある

 空気がおいしい

 星がとてもきれい

 夕日がきれい

 散歩に向いている、行きやすい

 豊かな自然に囲まれている

 買い物ができる店がある  買い物が近くでできて便利

 コメリ・ジップなど買い物がしやすい

 医者がいる

 南知多ビーチランドがある  温泉がある（かんぽ）

 日福大がある  大学があり、若者が多い

 働き者が多い

 まだ古い家もある。いつみても飽きない 災害があまりない

 空地の草が多い

 屋敷が広すぎる。草取り大変

 東西を結ぶ道が草で見えなくなる
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 ボランティア

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 アサリが復活し、堤防も広く新しくなる

 隣保班を単位とした防災組織が機能する

 プールを作ってほしい

 多くの人に声をかける

 体力のない人のゴミ出し・買い物ボランティア

11月22日
奥田北①

私たちにできること

 若い人が増えること

 子供が増えて一学年３クラスになったらいい

 大手スーパーができたらいい

 近所に子供達の姿がいっぱい見える光景

 ショッピングモールがあるといい

 子供達が１０年後、多く声をかけてくれるといい

 今よりももっともっと人が多くいてくれるといい

 駅周辺の運動公園、店に人があふれる

 美容院やブティックがあるといい

 アサリがいっぱい採れるといい

 もう１つ大学が増えたらいい

 隣近所と仲良くする

 人と出会ったら声をかける

 交通安全のために声かけをする

 みんなでラジオ体操

 今の自然をｷｰﾌﾟ

 まず自分の健康を保つ

 声かけ 大人から子供まで

 近所の人に声かけ

 婚活・お嫁さんの世話

 小さい子に声かけ

 隣近所安否確認

 高齢者も大学に入れたらいい
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私たちのまち（地区）のいいところ

 空気が澄んでいる

 自然が多い

 駅が近い

 緑が多い のどか

 名古屋まで1時間で行ける

 海がきれい

 道路が狭い 山道、中みちが暗い

 行ってきバスがもう少し中まできてくれるといい

 旧道が狭く、すれ違いが心配

11月22日
奥田北②

身近なところで困っていること

 田畑・海がある

 行ってきバスの本数が少ない

 美浜緑苑

 汐の凪がここち良い

 自然が美しい

 夜になると星空がきれい

 海の幸、山の幸の物々交換、いただく

 自給自足ができる

 空気がおいしい

 畑があるので野菜がある 家庭菜園ができる

 近くの桜がきれい

 都市すぎず、村すぎず、ちょうどいい

 隣近所が顔の見える関係

 人がやさしい

 困っていると声をかけてくれる

 ご近所さんと仲良く楽しくお話しできる

 隣同士に交流がある

 知り合いになって助けられる

 散歩している人が多い

 顔見知りが多い

 隣近所のことがわかっている

 大学生・中学生・小学生・保育所それぞれ交流がある

 大学がある

 大学があり若者の街

 飲食店が奥田の中でも多くある

 警察・病院・郵便局がある

 高校・大学がある 福祉の大学がある

 南知多ビーチランドがある 新鮮な農作物・海の幸

 車がないと買い物など移動や生活が不便

 公共の交通手段が少ない

 若者が交通の便が良くないと思われがち

 電車の本数が河和、中部空港に比べると少ない

 つねに気軽におしゃべりしたり集まれる場所がほしい。

 班ごとの交流が無くなった  老人と若者の交流が少ない

 役員をお願いすると断られてしまう

 働くところが無い

 障害者施設があったら
いい

 若者は都市に出てしまう

 核家族化

 高齢者が増え10年先が心配

 子供が少ない、減っている

 高齢者世帯が増えた

 大学生の下宿がたくさんあり、夜、花火をしたり外で騒ぐ

 旧道を大学生が二人乗りで自転車に乗る

 家が密集しているので火事が心配

 ゴミの分別がきちんとできない ゴミ出しに困る

 アサリが採れない
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 隣近所で助け合い

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 浜などゴミ拾いをする

 近所への声かけ・あいさつ

11月22日
奥田北②

私たちにできること

 大きなスーパーマーケットがある

 有名なホテル（旅館）や飲食店がある

 町民プール

 子供の遊ぶ場所がたくさんあったらいい

 子供と高齢者が過ごせる施設

 花壇をきれいにする

 一人暮らしの人へ声かけ

 子供達へ声かけ

 大河ドラマ・映画・アニメのロケ地になる

 家の周りの緑化をする

 自分のことが自分でできる

 ボランティア活動を通して人助けをする

 大学からオリンピック選手を輩出

 大学病院がある

 憩いの広場、交流の場がある

 バリアフリーの場所が多いといい

 明るく夜でも活動できる町

 健康で介護の必要のない町

 シニアと子供達がふれあえる町

 安心して住める街

 元気で楽しく一人暮らしができる場所がいい

 子育て世代がリターンしてくる町

 いつもでもみんなが元気でいる 身近で何でも揃う町

 高齢者と若者が一緒に暮らせる町

 要介護者・要援助者にやさしい町

 老後を心配しないでいい町

 多くの高齢者が元気で散歩している様子が見える町

 車の運転ができているように

 美浜町の道路に人が歩ける道が生きていると？

 子供の見守り活動

 道・店などで人と出会ったら自分からあいさつする

 重い荷物をもっている人への手助け

 高齢者の買い物の手伝い

 近所の高齢者宅のゴミ出しの手伝い

 元気で他人の手を借りないで生活出来る事

 できるだけ村の店・病院を利用する

 自分の家系を知る・奥田の歴史を知る

 公園や神社の清掃

 自分のことが自分でできる  自分の仕事を精一杯行う
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私たちのまち（地区）のいいところ

 小・中学校が近い

 パレがある（ショッピング）

 大きなスーパー・コンビニ

 南知多インターいきやすい

 公園が多い

 老人会の活動が活発

 老人会の方が子供の見守りをしてくれる

 交通の便がいい

 高齢者が趣味など生かす場がある

 あいさつなど対話がある

 公民館がない

 電車の時間が少ない

 休日の学童の時間が短い

 行ってきバスの本数が少ない

 おしゃれな喫茶店がない

 郵便局・銀行・ＪＡが近い

 タクシーの台数が少なく夜間
はつかまらないときがある

 移り住んできた人が多く近所づきあいがうすい

 児童館を月曜日もあけてほしい。 お昼もあけてほしい

 中途半端に人が多いのでまとまらない

 ランチに行ってみたいと思う場所がない

11月25日
河和①

身近なところで困っていること

 観光船があるので、島へ気軽に行け
る

 飲食店が次々閉店

 電車の本数が少なくなっている  集会所がない

 あじさいロードがきれい

 犬の散歩にいい散歩道がある

 大きな病院

 河和駅があるので電車が利用できる

 田舎らしい風景 山車等、春の祭り

 田畑や海など自然が多い

 河和の浜にカッパがいる

 図書館の中に音声の本が少ない

 図書館

 自然が残っている

 九十九の里がある

 子どもが元気にあいさつ

 花火がある

 半田まで行かないと買えないものがある（パソコンなど）

 歩道の整備が進んでいる

 電車の駅がある

 飲食店が少ない

 子供会がなくなった

 高齢者の憩いの場所がほしい

 町内の古文書を専門的に管理する人がほしい

 ボール遊びができる公園がほしい。

 役場（車がなくても行ける）

 河和台は若い世代が多い
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こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 週２回くらい移動販売がくる
といい

 フィットネスクラブがあるといい

 大手企業を誘致して働く場所を作る

 工業用水の設置

 ボール遊びのできる広い公
園や広場

 買い物難民対策

 高齢者サロンのボランティア

 できる範囲のボランティアに登録する

 認知症サポーターになる

11月25日
河和①

私たちにできること

 バス停まで行かなくても家の前でひろってくれるバス

 つながりが強い地域でありたい

 一家だんらん

 地域の活動にはなるべく参加する

 高齢者の住みよい街

 河和台にシニア世帯のアパートを作る

 児童館に行ってきバスがとまるといい

 介護が必要になって自宅で過ごせる地区でありたい

 ごみゼロ運動に参加

 色々な店があって若い方がいきいきと働ける町

 ゴミ出しサポートの体制が整ってほしい

 子供の笑顔があふれる町、
遊び場

 働く場所がたくさんある

 電球を替えるなどちょっとしたこと
のサポートボランティア

 地区ごとで、地区の中を巡回するバス

 若い世代が住み続けられる地区でありたい

 図書館が遅い時間まであいている

 ボランティア活動をする

 自分の健康を今のまま保てるよう努力する

 この地域の良さを子供達に伝える

 子育て支援ボランティア

 障害児者のサポート

 地元で買い物する

 公共の環境をボランティアが守る

 自然が残っている

 下水道を整備して衛生的に

 近所のお年寄りに声かけ

 病児保育があるといい
 ゴミの出し方を守る

 川を汚さないようにする

 役場の人達に希望・意見を伝える

 古いものの再利用の為フリーマーケットに出す

 高齢者世帯のゴミ出しのお手伝い

 貸し農園の整備

 赤ちゃんからお年寄りまで集える場所づくり

 使用済み切手、ペットボトルキャップを集める 51



私たちのまち（地区）のいいところ

 マイナーな歴史

 知多半島道路の災害対策

 高齢者の方々のより良い町づくりに対する思いが強い

 隣組同士の声かけがある

 気候が良好で過ごしやすい

 高齢者の方々が楽しんで家庭菜園をし、元気に暮らしている

 緑地が多くある

 おだやかな海

 交流人口の減少

 一人暮らしの方（足が不自由等）の生活

 集会所等が海に近い

 近所づきあいが昔に比べて希薄

 寝たきり介護は不十分 一人暮らしの高齢者には買い物が不便

 河和北保育所が児童を受け入れている

 災害時の道路（東部線未開通）

 防犯カメラが少ない

 保育所へ南の方から通園するには、車がないと困る

 主要道路が全て海岸線（Ｒ247）

11月24日
河和②

 独身者の増加（男性ワースト3、女性ワースト1）

身近なところで困っていること

 隣組の順番制が崩れる

 人口が減少している  転入者の近所づきあい

 巡回バスが路線が増えて便利

 セントレアより車で３０分程で電車の終着駅

 みかんがおいしい

 高低差のある街並み

 始発駅がある 名鉄電車のターミナルがある

 名鉄電車がある

 避難路の未整備

 河和の山車

 自然に触れられる

 河和駅と港の距離が近い  離島との交通アクセス

 海で遊べる（ヨット・カヌー）

 交通アクセスが良い

 災害指定病院がある

 バスを利用して町内めぐり

 いちべ坂から見る海

 防犯灯が少ない

 ナショナルチェーンの店舗が複数ある

 通学路が安全なのか

 河和小避難所の受け入れが不十分

 自転車、ウォーキングができる

 地域の世話役がいない

 山車まつり組織の充実

 自然に恵まれ、ウグイスの声で癒される

 散策場所がある

 買い物に比較的便利

 散歩道がある 遊歩道をつくろう

 名鉄の乗客が減少  名鉄河和線の便数の減少

 飲食店が減った

 アサリが減った

 道路の雑草が伸びたまま

 空地、道路脇などにウルシの木が目立ってきている

 耕作放棄地、荒れた田畑
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こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 避難ルート・場所の充実

 市民農園の整備 利用者の増大  野池バス釣り公園化

 町のイベントに多くの人が参加

 荒れた農地が無くなる

 隣組などで協力して道路脇に花・木を植え管理できたらいい

 集合住宅を作る

 独居老人への声かけ

 小中学校の草取り

11月24日
河和②

私たちにできること

 高齢者が良きパートナーを得られている

 若い世代が多く住んでいる

 町民の防災意識の向上

 下校後の子供の居場所づくり

 移住者の増大 新しい店

 隣組単位で防災リーダーを確保

 小・中一貫校 教育特区

 南海トラフ対策

 こども食堂（貧困世帯） 病時・病後保育ができる施設

 空いた田にマコモダケを栽培する

 海で遊べる施設（シャワー等）

 貸し農園（クラインガルテン）

 道路の充実（東部線・西部線・知多半島道路・Ｒ247）

 行きたくなるような飲食店がある

 旧市街地の整備（セットバック等確実に）

 防災意識を高めるための講習会を計画

 大人の隠れ家づくり

 美浜をＰＲする

 通学路の安全確認

 健康づくり

 児童の登下校での見守り

 ウォーキングで街歩き

 地域活動へ参加

 草取りボランティア活動

 テーマパークを作る

 隣組単位で気楽に集える場所づくり

 朝のラジオ体操を近隣で

 大きな声で「元気ですか？」と笑顔

 道路・住宅周りのごみゼロ化

 子供達の見守り・声かけ

 ごみを減らす（町民周知）

 海での遊びを子供たちに教える

 ハートを熱くすること

 防犯・防災対策

 インバウンド充実させる

 マスコミに美浜を売り込む
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私たちのまち（地区）のいいところ

 地区の協力性がない

 隣組・周辺の高齢化

 一人暮らしの家がある

 区費を出さない人がいる

 隣組の活動に積極的でない人がいる

 集会所がなくなった、近くにない

 自分勝手な方が多い

 ごみ当番をしない人がいる

 街灯が少ない

 住民の高齢化で木が剪定できない

11月24日
河和③

身近なところで困っていること

 子どもが少ない、いない

 防災訓練の参加率が低い

 犬・猫が来てフンなどで困っている

 パレの信号交差点の右折が短い

 ごみの分別がされていない

 空き家がある

 ごみの不法投棄

 自宅の近くに店がない

 まつりがある

 自然が多い 堤防から見る景色

 釣りができる

 都会でもない、それ程田舎でもない、程よい田舎

 緑が多い

 魚がおいしい 河和海岸

 環境が良い

 気候が良い

 海に山に自然に恵まれている

 保育所がある

 大きな病院が近くにある  福祉大学がある

 図書館と体育館がある

 買い物をする場所が近い

 カインズと買い物する場所がある コンビニがある

 スーパーが近くにある

 バスが走っている

 通勤通学に便利

 交通の便が良い

 電車が走っている

 駅が近い

 空港が近い

 ウォーキングをするところがある

 地域の人のつながりが他の所よりは良い

 隣近所仲が良い  親族がわりとかたまっていて良い
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 自宅の周りの草取りをする

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 犬の散歩中、フンだけでなくゴミも拾う

 犬の散歩の時ゴミ拾いをする

11月24日
河和③

私たちにできること

 商店街がある

 集会場がある

 あいさつをする

 キレイな道にはゴミを捨てようとは思わない

 ゴミの持ち帰り

 関心のある人を増やす

 集会等の時、声かけをする

 飲食店がある

 いろいろな事に参加する

 町民の森の美化 ボランティア活動

 高齢者の方のおしゃべりの場

 他人に迷惑をかけない

 老人が楽しく暮らせる

 広い歩道

 老人が楽しくくつろぐ所がある  レクリエーション施設

 駐車場が整備されている

 趣味が楽しめる所がある

 海水浴場  海がきれいなまま泳げたらいい

 手入れされた山、野原

 道沿いに花が咲いている

 若者が住んでもいい街  活気のある街

 子どもが安心して遊べる公園がある

 ゴミが落ちていない
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私たちのまち（地区）のいいところ

 あさり・みかん食べ
物がおいしい

 農産物がおいしい

 アジサイ祭り

 河和区の活動が活発

 静かなところ 海があって釣りができる

 山車が町の中を通っていくこと

 行ってきバスがあり便利

 盆踊り・花火大会

 坂が多いので買い物が大変

 小売業の店（八百屋・魚屋・肉屋・呉服屋など）
が閉店していった

 店が少ない

 道の脇の土手が私有地で除草されていない為歩きづらい

 飲食店や旅館が閉店していった

 食堂や喫茶店が少ない

11月24日
河和④

身近なところで困っていること

 気候が穏やか

 子供パトロール見守りがある

 海が美しい所と言いながら漁業は繁盛していない

 お年寄りが元気

 住民参加のイベントが多い

 人口が多い

 河和まつり山車

 親切

 役場～体育館の道路の雑草

 野菜のおすわけがある

 イベントに多くの人が集まる

 車の渋滞（雨天、土日祝日）

 区長・班長をやらなくてはならない

 ８０５０の親子二人家族への支援が十分ではない

 税収が少ない

 一次、二次、三次の合計六次産業が少ない

 商店街が少なくなった

 名古屋まで電車で１時
間かからない

 電車で座れる名古屋まで４５分

 自然が豊かで季節
感がある

 公園をきれいにしてくださる方がいる

 観光地がある

 買い物が近くていい  スーパーが２件ある

 大型スーパーがある

 総合病院と町医者が混在している

 総合病院がある

 病院・買い物・郵便局など生活しやすい

 気立てが良い

 薬局の数が多く近くに薬を取りに行ける

 青パトがある

 顔なじみが多い 親切である

 隣組の人を知っている

 新・旧地域の隔たりがある

 行政と行政区との情報共有化が不十分である

 班長のなり手がない

 地区の行事に出られない人が多い

 雑草、雑木が刈られていない

 パレのロータリーの渋滞（夜間）

 子供が少ない

 お年寄りが多くなってきた

 区への加入減少

 近所に若い人が少ない

 加藤化学の臭い

 若い人が働く場がない

 猫の話し飼い

 分別ごみの出し方

 空き家の多さ

 カラスの害
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 自分の持っている技術を提供する

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 助け合いが常となり、皆があいさつし合う

 安全に暮らせる

 ふるさと納税で2～3億円収入として町にはいるといい

 集まる場所のお手伝い

 防災時の避難所の世話

11月24日
河和④

私たちにできること

 観光の複合化

 道路整備が進み観光が盛ん

 文化施設など、集まるところが増える

 観光客が多く来られる町に

 カジノを誘致し、雇用環境の整備が進む

 三河湾環状道路ができる

 町全体の区画整理がされ、きれいな街並みがある

 子供の声が多く聞こえる

 一大農業パークができる。生産者・観光客が増える

 若者の雇用先が増えるといい  教育格差がなくなるといい

 ボランティア活動

 お宅訪問、声かけ

 町の見守り隊のようなメンバーになりたい

 プールを作る

 地域行事に積極的に参加

 サロンで同年代とのおしゃべり

 隣近所の人と楽しく話す

 親孝行  知人への声かけ、見守り

 ワンコイン ボランティア（電気
修理などの相談）

 大きな公園 一日遊べるところ

 温泉 イオンがほしい

 年金を減らさない

 病人が少ない

 高齢者用ワンコインタクシー

 外食ができる店があったらいい

 お独り様クラブ（老人会） 夜遅くまであいている店がほしい

 自由に集まれて食事も作れて何かできる楽しい場所づくり

 子ども食堂 ０円生活版
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私たちのまち（地区）のいいところ

 隣とお付き合いが多い

 人情厚い

 子ども達は元気がいい

 歴史遺産がある

 デイケアが増えつつある

 人の関係、思いやり 声をかけるとすぐ集まる

 運動会がある

 花の好きな人が多い

 老人の見守り

 介護施設がある

 老人世帯が増えている

 アパートの住人との交流なし

 買い物等の手助けが必要ではないか

 世話役を嫌う

 子どもが少ない

 子どもの声が少ない

 障がい者の働く場がない

 若い人がいない

 買い物できる店が少ない

 外で体を動かす所がない

 娯楽施設の不足

 毎月の買い物が不便

 １人世帯の人が増えている

11月17日
柿並①

身近なところで困っていること

 近所の付き合いが密

 病院、農協、公民館、公共施設が多い

 ゴミ出しルールが徹底されていない

 人、家のつながりができにくい

 老人の一人暮らしが多く
なってきている

 道が狭く、事故が心配

 野間大坊

 自然が多く残っている 気候が穏やか

 夜は静か

 夕日がきれい

 夜の道路は散歩者が見えない

 かるがもが飛来する

 星・海きれい 緑が多い

 野間の中心

 伊勢湾が一望できる

 川の流れがある

 飛行機が大きく見える

 鳥の声が聞こえる

 国道が走っている

 小サギが飛来する

 病院がある

 公共交通機関が少ない

 商店（日用品）がない

 若い人の働き場がほとんどない

 杉谷川の整備不良

 雑草地があり草刈りができない  雑草がはびこる

 空き家が多い

 買い物弱者が多い

 信号機がない

 生活用品を買えない（車がないと）

 車の通りが少なく静か

 ニコニコ広場  相談ができない
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 １人暮らしの方々と一緒に過ごす

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 歩道のある道路

 学生ボランティアと一緒に遊ぶ

 働く場（障がい者）ができ
る

 道路に歩道があり安心して散歩ができる

 公園のある町

 公民館活動を盛り上げる

 独居の人への声掛け

11月17日
柿並①

私たちにできること

 交通費を安く

 子どもがたくさんいる町

 隣人同士の交流が更に盛んになる

 保育園、小中学校、老人が一緒に１日を暮らす学校

 若い人が多く、子どもが外にいる

 小学校、保育園が存続している

 スーパーが出店する

 コンビニがある

 広い公園で老人、若人がいる

 にぎやかな駅前

 老人ホームにすぐ入れる

 独居も安心できるサポートがある

 移動販売車

 働く場所の多い町

 車イスの移動ができる

 バスのバリアフリー化

 大学と施設が連帯

 買い物に不自由しない

 花の多くある町

 老人が活躍する町

 重税感のない町がいい

 スポーツ関係の・・・・・オリンピックに

 モーニングサービスを利用して老い同士の会話を増やす

 空き家を民泊に。その世話をしたい。

 子どもに対する私塾型の活動

 区民運動会に積極的に参加する

 声をかける

 地域ボランティアへの参加  移動車のボランティア

 買い物は地元で

 独居老人への訪問

 大工場の誘致

 公共（無料）タクシー

 空き家の利用方法

 移動販売に買い物に行く

 老人会を復活

 生活困窮者の支援ボランティア

 敬老会の開催

 道路のこまめな除草

 美化運動を多くする

 自宅の木を切る（落葉対策）

 障がい者のボランティア

 子どもたちと遊ぶ
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私たちのまち（地区）のいいところ

 高齢者は元気な人が多い

 地域の目の多
さ

 ポケストップが寺にある

 歴史が深い

 あいさつしてくれる

 スクールバス ｇｏｏｄ

 隣近所の皆、顔が分かる

 おじいちゃん、おばあちゃんが元気

 地域の皆さんがやさしい

 （内扇）毎年小学1年生が一人必ずいる

 優しい人が多い

 病院があっていい

 史跡、寺がある（見どころ！）

 子どもが十分に遊べる公園施設が少ない

 道が狭い

 バリアフリーの場所がない

 隣近所がいない

 近くに同級生がいない

 公園がない

 同じ通学団の子供が少ない

 夜道が暗い

 ゴミ収集所が遠い

 街灯が少なくて暗い

 車イス移動不便（バリアフリー×）

11月17日
柿並② 子どもがいない

身近なところで困っていること

 働き者

 道がきれい
 余分な道路開発の反対

 近くにスーパーがない

 独居老人で高齢なのに、ゴミ当番を抜けられない

 店がない

 介護サービスを使いたがらない

 車がないと生活できない

 野間大坊がある（どんぐり、ザリガニ、木登り）

 渡辺病院夕方診療
 昔話が多い

 病院が近い

 豆腐屋さんの移動販売

 自然がきれい

 自然がたくさんある

 空気がきれい

 自然が豊か（たぬきとかいる）

 緑が多い

 田んぼが多い

 草刈りが間に合っていない。道路が狭くなっている

 草刈りが遅い（県道）

 道路標識が分かりずらい

 街灯がない。夜、外を歩けない。

 車がないとどこにも行けない

 車でないと移動が無理

 歩道がない

60



 買い物代行

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 野間駅にエレベーターをつける

 いってきバスの乗降所の増加

 大きなスーパーがある

 誰でもＴｅｌ一本で福祉タクシーが無料で利用できる

 環境が整った公園がほしい

 工場がある

 店がほしい（スーパー、ファミレス）

 ゴミ出し

 人口を増やすためにＴＶで美浜町のＣＭを毎日流す
（全国ネット）

 いってきバスの乗降所を増加させるため調査する

 美浜町ＰＲとしてピコ太郎にのっかりＳＭＳアピール

11月17日
柿並②

私たちにできること

 コメダがあるといいな

 多交流 世代が集える場所

 助け合える地域でありたい

 人口が増えてほしい

 イオンがあるといい

 自然を利用した、子どもたちが遊べる公園

 結婚しても地元に住んでほしい

 地域の人との交流が多くあってほしい

 子ども教室

 電車の線路を伸ばしてほしい
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私たちのまち（地区）のいいところ

 子どもたちが明るい

 隣どうし助け合える

 あいさつをする

 人情に厚い

 駅が近い

 隣近所の仲が良い

 世話好きの人が多い

 世代間で仲が良い

 優しい人が多い 老人が元気

 近所の人と仲がいい  散歩する人が多い

 老老介護が増えている

 ゴミを分別しない、指定日以外に出す人がいてカラスがつつく

 近所づきあいをしない人がいる

 犬のフンをほかって行く人がいる

 老人２人暮らしが増えている

 男性はサロンに行かない

 公園がないので子供を遊ばせるところがない

 老人が昼間出歩かない、行き場がない

 駅から家までの外灯がない

 交番がない

 小学校、中学校が遠い

 働く場・産業が少ない

 老人の運転が危ない

11月17日
柿並③

 仲間に入りにくい

身近なところで困っていること

 野間小児童の挨拶がよい

 知り合いがたくさんいる

 老人のたまり場がない

 子どもが少ない

 生活への出費が多い

 住民の流出

 道路のセンターラインなどが消えている

 スクールバスができた

 同報無線の12時と5時の音楽

 病院がある

 名鉄の駅がある

 気前が良い人が多い

 釣りができる 魚がおいしい

 お墓が近い（お寺も）

 みかんがおいしい

 地産地消

 オレンジ（コンビニ）がある

 老人施設が近くにある

 井戸水がある

 障がい者の働く会社がない

 行ってきバスしかバスがない

 道路が危険（歩行者・自転車）

 星空がきれい

 空気がきれい

 温暖な気候

 星が見える

 海が見える

 キジがいる

 海が近い

 ハイキングコースがある

 貝堀り（潮干狩り）ができる

 自然が豊か

 食材が豊か

 土地が広い

 あまり雪が降らない

 緑が多い

 学区運動会をやっている！

 道幅が狭いが道路まで草が伸びている

 もっとヘルパーステーションがほしい

 車がないと行動できない

 夜、外灯が少ない

 貯蓄が増えない、出るばかり

 買い物に行くにも車が必
要 高齢者が歩いて行ける店が少ない

 障がい者の行き場所が少ない

 １人１台車がないと生活できない

 耳鼻科と眼科がない

 サービスバスに乗って買い物に行く

 夜道が怖い

 歩いて買い物に行ける所がない

 騒音（美浜サーキット）

 海岸の漂着ゴミ

 道路脇の草がよく伸びる

 同報無線が聞こえない

 車いすの人が電車に乗れない
（駅にエレベーターがない）

 就労支援の施設がない

 ねこ・カラス・犬などが農作物を荒らす

 盗難が多い

 風が強すぎる、寒い！！
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 災害時などに医療者として手助けする

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 老人、障がい者が移住したいと思える町に！！

 障がい者の息子が一人暮らしをしている

 子どもがいっぱいいる

 日福など大学や高校ができ、青年層が増える

 福祉大の学生は美浜の施設に就職してほしい

 老人でもすぐに買い物に行けるようになる

 どんな役もみんなが引き受けてくれる

 地域での障がい理解を深めていく

 健康に注意し１人で生活できるようにする（人の世話にならない）

 障がい者も健常者も共に安心できる場を作る

 地域の行事に参加する

11月17日
柿並③

私たちにできること

 福祉大の学生がたくさんボランティアをしている

 若者が増え、親と一緒または近くに住み手助けする

 独居老人がいない

 地域で障がい者を支えていける

 子どもと老人が助け合って生活できる

 子どもの声がいつも聞こえる

 障がい者にやさしい地区となる

 孫や子供と一緒に暮らしたい

 総合体育館のようなスポーツ施設ができる

 高齢者の働ける場所がある

 公園がたくさんあるとよい

 町内のパトロールが充実され、盗難などない地区にする

 イオンなど総合ショッピングセンターができる

 ゲオがほしい

 本屋がほしい

 居酒屋が増えている（駅下開発）

 サロン（居場所）が増えてい
る

 障がい者用のグループホームがちらほらある

 野間駅の階段が長すぎるので、
エレベーターがあるとよい

 年金だけでなく老人にも収入
の入る仕事がある

 名鉄バスが走っている

 移動手段の充実

 セントレア⇔野間 船の運航

 高齢者が運転しなくても生活できるような交通手段の充実

 歩いて買い物に行ける

 駅の近くに店がある

 プールがほしい

 歩く歩道ができている

 つりパークができるといいなあ！

 医療費が減っている

 太った人がいない  商店が多くあるとよい

 子どもも野間に住んでもらい、その子どもを産んでもらう

 あいさつ、おしゃべり、安否確認

 「とよいち」の充実・発展を図る

 サロンをずっと続ける

 防災ボランティアの立ち上げ

 サロンを始める（男性）

 草刈りをする

 人の意見も聞く

 野間に住み続ける

 若い人の言うことに耳を傾ける
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私たちのまち（地区）のいいところ

 大川の桜並木

 団結力がある

 2世帯、3世帯が多い

 自然・田・畑がたくさん

 高齢者が元気

 有志の会が一生懸命

 老人会が楽しい

 物々交換

 子ども達をのびのび育てやすい

 地域住民のつながりが強い

 買い物できる店（カインズ、
フィール）が近い

 区の仕事が多い（草刈り等）

 県道を渡るのが怖い

 防災に対し心配（屋敷地区）

 独身の方が多い 少子化（本年の小学校入学は7名）

 川の中の草、木、ゴミ

 野良猫が多い

 町道の舗装が悪い

 野焼きによる臭い。交通事故が起きそうな白い煙が多い

 養鶏場の糞の処理臭

 自転車がよく走る

11月15日
古布

 草むらのゴミ

身近なところで困っていること

 挨拶ができる

 宮崎農園のトマトときゅうり

 区会に入ってくれない

 つながりが強い分、葬式等に組としてでなければならない

 宮崎農園から見える田園・海・風景

 お米が美味しい

 進んで草刈りしてくれる  ゴミを拾ってくれる

 新鮮な野菜や果物が取れて食が楽しい
（トマト、きゅうり、みかん、いちじく、竹の子）

 森田守さんのネギ

 車が少ない

 愛犬との散歩道

 公害

 仲良しの仲間がいっぱい

 葬式の時に集まりやすい

 サイクリングコースになっている

 お祭りや盆踊りに人が集まる

 お友達グループで活動している人が多い

 のどかで山、海があって過ごしやすい

 緑豊か

 カインズさんがカートを貸してくれる

 友達の家でお話やお茶ができる

 民踊のおけいこ（仲間とのコミュニケーションの時間）

 野犬が堂々と歩いている

 悪臭がする

 車の通りが多い

 犬のフンが困る

 道が良くなった

 歩道の灯がない

 子ども同士が集まる

 戦争の遺構がある

 断層

 よその人がゴミを持ってくる

 車がないと不便 駅まで遠い

 光ファイバーが来ない
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 会った人に挨拶をする

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 子どもが増える

 温泉

 住宅増加

 ベッドタウン

 防災意識が高い地域

 リゾート場がある

 友人の家に行く

 ひとり暮らしの人の手助け（買い物、病院への送迎等）

 ひとり暮らしの人を見守る

11月15日
時志

私たちにできること

 若い人が住める町

 人口増加

 生活環境が向上していると良い。悪臭やハエ等の改善。

 日福大を中心とした教育の町

 森の公園

 探検したり伸び伸び遊べる公園

 体育館

 子どもが多くいて、元気で遊べること

 コメダのような喫茶店

 親子で遊べるところがほしい

 プールがほしい

 ゴミ出しの時に挨拶をする

 送り迎え

 伝統と芸能を守る

 助け合い

 老人に声かけ、話し相手をする

 配りもので顔を合わせることでつながりが出る

 敬老会へ子どもたちを参加させる

 通学路の見守り

 お互い様の心（自助、協助、公助）

 子どもと遊ぶｌこと

 空き家の解消

 区の行事（草刈り等）が少なくなる

 コンビニ

 歩いて行ける飲み屋さん

 掲示板の活用

 老人ホーム  高齢者が集まって楽しめる所

 カーシェア（病院・買い物）

 光ファイバーが通っている

 外でBBQしたいがハエが多い

 いろいろな行事に積極的に参加

 通学路の草刈り、花植え

 ゴミは進んで拾う ゴミ集積場の管理、カギかけ

 墓参り

 行政に悪臭の対策を引き続きお願いする

 防災の働き掛けを続ける

 学校行事に参加する
（やまもも等）
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私たちのまち（地区）のいいところ

 子供の面倒を見る人がいる

 子どもが多い

 古道がある

 公会堂の広場で子どもが遊ぶ

 顔と名前がわかる

 冨具崎公園からの景色がいい

 困ったときに頼める近所

 年寄りが元気

 野菜を持ってきてくれる近所の人

 あいさつをしてくれる 地域力がある

 子どもが元気です

 公会堂に子どもが集まれる

 買い物難民である  駅まで遠い

 Ｂ.Ｋが遠い

 学校が遠い

 公園で小さな子しか遊んでいない

 買い物できるお店が遠い

 子どもの遊ぶ広場がない

 不具崎公園の整備が負担か？

 交通手段がない

 公共機関が遠い

 道が1本しかない（奥川地区）

 生活道路が狭い

 車がないと移動できない

11月17日
細目

 不具崎公園に水道がない

身近なところで困っていること

 コミュニティーがいい

 子どもたちがみんな仲良し

 オープンカフェがない

 細目谷が行き止まり

 公園でキャッチボールできない、狭い

 オープンに集まる場所がない

 公園の遊具が少ない

 道路が未整備

 おひまちが区全体（3地区）にある

 祭礼がある

 幸宮司のお祭りがあり、地域のコミュニケーションが取れる

 住民が作った
公園がある

 お寺と神社がある

 交通量が少ないので安全・安心

 ため池が多い

 ヤンマや鳥が飛んでいる

 自然が多いです

 空気がいい、きれい

 星がよく見える

 キツネやタヌキがいる

 星がよく見える

 風が強い、砂が飛ぶ

 塩害がある

 ねこが多い

66



 人間関係のつながりを維持する

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 道がつながる、広げることができればよい

 山を平らにする

 細目駅に電車が止まる

 銀行がある

 農地が増える

 広場

 子どもと高齢者が一緒に遊べる場所

 不具崎公園一帯の整備

 公会堂に大フロアー

 奥川～柿並に車で行ける道

 今迄通りの見守りを継続する

 今やってることを継続する

 つながりをたやさない

 不具崎公園を維持する

 集まりに積極的に参加し、情報交換をする

 組織（老人会など）を継続する

11月17日
細目

私たちにできること

 よろずや的店舗

 ＡＴＭの設置

 野球場があるといいな

 大型ショッピングモールがある

 バスが走っている  整形外科、病院が近い

 コンビニができるとよい

 運動公園があるといい

 駅ができるといいかな

 野間駅に抜ける道
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私たちのまち（地区）のいいところ

 持ち家の方は庭がとても広い

 人が誠実

 近所を全員知っている

 時志観音（安産祈願）

 保育所の送迎、祖父母が多い

 土地が広い

 学区運動会に参加している

 地区の方々があたたか
い

 のどか、静か

 子どもがかわいい、元気

 地名に北・中・南があって分かりやすい

 時志地区の子どもが少ない

 コンビニがない

 緊急車両が入るのに道が狭い

 道路が狭い

 自然豊かな所に暮らしたいが家がない

 夜が暗い

 災害時の対応

 中道が狭い

 すぐクモの巣がはる

 松が枯れた

 買い物ができない

11月17日
時志

 交通が不便

身近なところで困っていること

 村内の仲がいい

 小さな公園が近くにある

 自転車が走りにくい

 住民が少ない  働く場所が少ない

 夏に草のにおいがする

 橋の名前がステキ（ごらくばし）

 牛がいる

 日が良いと富士山が見える

 畑で野菜がとれる

 カメ、カエル、カニが見られる

 ピザ屋がある

 海岸沿いの道路を自転車で走ると最高

 自転車に乗って知多半島一周の旅ができる
 蚊が多い

 海が近い

 潮干狩りができる

 海水浴ができる

 三河湾の夜景は少し素敵

 景色の良い所がある

 海が美しい  三河地方が山（観音さま）から見える

 虫がいっぱい

 電車がそばを通っている

 散歩がしやすい

 星がきれい

 空気がきれい 自然がいっぱい

 塩害が心配

 ヘビが家の中にいる

 台風など風が強い時に海側は潮水がかかる→車が錆びる

 津波が来たら危険

 貝、魚がとれる  山菜（つくし、ふきのとう）がとれる

 お店がない

 歩いていく飲み屋がない

68



 美浜町に引越ししたいと思えるPR

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 ひとり暮らしでも寂しくない地区

 サロン充実

 子どもやお年寄りに親切な町

 海の家を作り、海水浴を楽しむ町

 山の遊園地ができ、子どもたちが楽しめる町

 病院ができる

 子どもを出産してほしい

 ご近所さんに挨拶をする

 子育て支援

 コミュニケーションをしっかりする

11月17日
時志

私たちにできること

 自然を残し、空気・星空の美しい町

 子どもが増え、にぎやかな町

 人が集まってくる、楽しい場所がある町

 住民が増える町

 ご近所の助け合い

 時志観音で妊婦さんの安全祈願、お喋り会

 子どもの声が多く聞こえる

 海鮮丼グルメ大会開催

 家庭菜園教室開催

 自転車ロードレースの基地

 軽トラ市開催

 新鮮な野菜作りができる町

 まちの駅があるまち

 自然農園ランド

 道路が広い

 地物物産のお店

 近くにスーパーが出来て便利になる

 子、老人の合同広場がある

 災害時対応の話し合いの場を作る

 美浜食堂（バーベキュー（海鮮、きのこ））

 サロンの立ち上げ参加

 時志（美浜）がいいところだとPRする

 「お助け隊」の発足

 お店ができるよう署名活動

 ゴミを捨てない、増やさない

 ボランティア学習塾

 ゴミ拾い、海岸掃除

 人にやさしい、お隣同士が助け合う町

 各家庭に見守りカメラのある町

 夢が持てる町

 子育てしやすい町

 生活しやすい町

 子どもが伸び伸びと遊べる公園

 富士山サミット開催地

 星のきれいなまちサミット開催地

 子どもの遊びの広場
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 すずめばちの巣が多い（対策は？）

私たちのまち（地区）のいいところ

 会うと挨拶する

 近所の人は挨拶をよくする

 子ども達が元気

 人が温かい

 空気がおいしい

 近隣同士の仲が良い

 仲良しの人が近くにいる

 小中学生が挨拶をよくする

 区民が仲良し 知らない人でも挨拶する

 他地区から移入の人が増えているので、新しい意見、考えが前向き
になりそう

 若い人がいない

 近所にスーパーマーケットがない

 駅まで歩くと２０分かかる

 買い物場所が遠い

 子どもが少ない

 いってきバスが入ってこない

 働くところが少ない

 交通の便が悪い

 観光客の夏のバーベキューのゴミ

 津波の時、逃げる所がない

 買い物する店まで遠い

 車の免許を取り上げられた後の買い物、通院の不便さ

11月17日
若松

 駅が遠い

身近なところで困っていること

 近所づきあいが良い

 女性がしっかりしていて頼もしい
 移動が困難

 風が強くて洗濯物が飛ばされる
 海が素晴らしい。子育て、老
人健康に最適。

 空気が澄んでいる

 意外と人情がある

 緑が多い 空気がきれい

 波の音が聞こえる

 太陽がさんさんと降り注ぐ

 海がある
 夜空が見える

 静か

 道が狭い

 海があるのにきれいではない（遊べない）

 海からの風が強い

 駅が近い

 お店がある（灯台ラーメン、しまむら等）

 民宿が多くある

 魚がおいしい

 海、夕日が見える

 自然がある

 小中学校が近い

 海が近い

 おいしい食べ物がたくさんある

 駅まで歩いて行ける

 住みよい

 自然破壊がかなり進んでいる

 買い物が不便

 遊ぶ場がない

 海が近いので車が早く錆びる

 砂が飛んでくる

 家の中に砂が入る

 病気の時、自分で病院に
行けない

 空き家がある

 北風が強すぎる

 車に乗れなくなった場合、買い物で困る

 歩いて行ける距離に
肉屋がない

 廃品回収をしてくれる  野間地区の中では人口が多い

 ゴミ出しのルールが守られない  ゴミ捨て場が遠い
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 独居老人への後退での訪問（老人会で行うか？）

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 隣近所でお互い助け合える

 住民がきさくに寄って相談できる
場を作る

 駅や病院や店へ行く公共手段が手軽に使える

 高齢者にやさしい福祉の充実

 訪問診療、往診が充実

 都会の人が来る観光地

 認知症の人（が分かれば）見守り

 平日の夕方か土日のボランティア

 一緒に食事する

 公会堂で下校後の児童を集めて面倒をみる

11月17日
若松

私たちにできること

 図書館があったらいい

 若者が増えてほしい

 ２４時間巡回ヘルパー

 子どもたちの元気な声が聞こえる地区

 日福大がまだあって学生さんがたくさんいる

 商業施設（いろいろ楽しめる場所）

 楽しく生きることができる地域

 温泉がほしい

 買い物に連れて行ってくれるバス

 砂浜が広くなり、なるべく多くの老若男女で食事（バーベキュー）が
できる様なコミュニケーションができた地区

 玄関の前のゴミを回収してくれる

 大きな公園がほしい

 サンバーデンの温泉解放

 プールがほしい

 買い物カーが自宅に来てほしい

 海がきれいで海水浴客がたくさん来る

 みんなが集まってお喋りできる場所

 通院のためのバスがほしい（安く）

 老人たちの楽しみの場所が
あるといい

 娯楽施設がたくさんできてほしい

 海が透き通ってキラキラしている

 昔のように 松林があり、海水浴でにぎわう地区

 区の公会堂の日中開放

 働く場所が増えるといい

 空き家提供

 近所の人との助け合い

 老人会の活動をもっと活発化し（楽しい活動を増加）、これに参加
する人々への呼びかけ。無関心→関心へ。

 １人世帯の方への声かけ隊

 共働きの人の子どもの日中支援（預かる）・ファミリーサポート

 夕方の時間に子どもたちをみる

 高齢者世帯、独居の方への声かけ

 ごはんをみんなで食べる機会を作る

 年金が多くなってほしい

 近所の高齢者の見守りやゴミ出しの手伝い

 乗り合いタクシーがあればよい

 買い物ツアーに誘い連れて行く  買い物代行サービス
（スーパーへの買い物）

 サロンの継続

 買い物ついでに○○してあげる
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私たちのまち（地区）のいいところ

 地区行事へ皆が協力的！

 気兼ねなくのんびり過ごせる

 夏が賑やか

 灯台がある

 「緑」と「海」両方がある

 小さな地区で、ほとんどが顔なじみ

 元気な人が多い 近所づきあいが残っている

 船の山車

 地区内の人がほとんど知り合い

 歴史がある

 歴史的観光地・頌徳記念碑

 老人世帯が多く防災支援が難しい

 高齢者のみの世帯

 交通手段が少ない（ない）

 若い人がいない

 商店がない

 夏は賑やか、冬は静か

 子どもが外に移住してお家断絶してしまう

 冬に海からの西風が強く砂が飛ぶ

 車がないと不便

 冬の強風（砂が飛んでくること）

 住宅の裏がすぐ山で、木が道路等にかぶっている

 買い物は車を使わないとほぼ無理

11月17日
小野浦

 老人が多く地域行事が困難に

身近なところで困っていること

 塩づくり（産業）

 何もない

 子どもがいない  集落の平均年齢が非常に高い

 砂浜

 写真の撮影地として最適

 夕日

 （観光用の）飲食店がある

 海あり山あり 松林が残っている

 静かな場所

 自然が多い

 公共交通機関がない

 自給自足

 観光が強い（客が呼べる）

 ちょうどいい田舎

 観光資源となる自然

 歴史上の有名人が多い

 里山

 海

 生活環境が良い

 まちの駅（食と健康の館）

 地区内の狭い道が人口流出のため荒れてくる

 田・畑の耕作多く、草刈りが大変

 寒い（冬）

 交通が不便

 自然は多いが環境保全が大変

 買い物に行けない（高齢者）

 空き家が多い

 高潮化で海の砂浜減少、沈下堤を設置

72



こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 子どもの遊ぶ声が聞こえる

 活発な老人会活動

 皆が元気で健康な地区

 観光農園の設置

 荒れた農地が無くなる

 徒歩で生活ができる（買い物ができる）

 集合住宅を作る

 空き家に人を入れる

 集える場所の設置

11月17日
小野浦

私たちにできること

 アミューズメント

 老・若・子が賑やかに仲良く

 一家だんらん

 駅のある地区

 若い夫婦がＵターン

 若い人が増えている

 若い人が来られる施設

 空き家に人が入って賑やかに

 ヨットハーバー 釣り場

 自然環境の整備

 海に砂浜を戻す

 良好な住宅街（宅地）

 コンビニが進出

 ライフラインの整備

 ファーストフードのお店

 働く場所

 国道等に捨てられたゴミの回収

 宅地開発する（宅地の分譲）

 「塩の館」で住民用モーニングサービスを開始するよう活動

 若い就農者を全国から募集する

 農家・民宿

 休耕地を減らす（貸す）

 食と健康の館が儲かるように協力する

 バスの運賃を下げ、本数を増やす

 相談場所の開設

 野間灯台 → 小野浦灯台

 老人タクシーの設立

 飲食店を増やす

 荒れ地の解消

 荒れた山から道路にかぶった木の伐採

 農業を勉強し荒れた畑を復活させ
る

 荒れた田・畑廻りの道路端の草刈り

 「３世代同居」するよう子どもを説得する

 老人同士の助け合い活動

 セブンイレブンに手紙を出す
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私たちのまち（地区）のいいところ

 まつりが盛ん

 杉本美術館がある

 セブンがある

 味味がある

 新しい地域と昔からの地域がある

 上野間駅（電車）

 ジョイフルファーム

 若衆のなり手が減っている

 道が狭い

 高齢化が進んでいる

 子どもが減っている

 小学校が海の近く、津波がきたらこわい

 夜が暗くて怖い

 地域に病院がない

 生活品の店がない

11月30日
上野間①

身近なところで困っていること

 祭りの伝統

 少子化で小学校が奥田へ？

 お祭りを大切にしている

 山車

 おいしい豆腐屋さんがある

 伝統文化がある

 地域が団結している

 川でハゼが釣れる

 大通りに歩道がなくて歩くのがこわい

 自転車のパンクの修理（店？）

 救急車も入れない狭い道路

 中道が狭い

 海、漁港

 自然が豊か

 災害時、避難場所が少ない

 アサリがとれない

 祭典部

 裸参り

 山・川・海の自然が近く

 ドングリなど木の実がたくさん拾える

 自然が多い  公園がたくさんある

 おいしいきのこ

 国道が狭い（歩道がない）

 空家が増えた

 アパートの住民がわからない

 地元の働きぐちが少ない

 上野間小で「みみたっ子ひろば」
が行われている

 祖父母が近くにいる  おじいちゃん、おばあちゃんが
多勢みえる

 人情がある

 野間神社、鵜の山

 隣近所がわかる

 人柄がいい

 身近な親せきがいない

 買物をする店が少なくなった

 若い人の服を買う場所がない 歩いて買物に行く所が少ない

 上のま駅下のハトのふん

 夏になると暴そう族（バイクの
音うるさい）

 都市ガス、下水もない田舎

 浜の風（冬）強く車etcビショぬれ
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 あいさつする

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 有名なホテル、食べ物屋

 子どもから高齢者までのお祭り

 スタジオがあったらいい

 ケーキ屋さんができる

 笑顔で挨拶する

11月30日
上野間①

私たちにできること

 駅前に商店街

 商店街（買物）

 飲食街があるといいな

 地域のつながりがあるといい

 みんなが元気

 いろいろそろっているお店がある

 齢をとっても寝たきりにならない

 ゼロの日立哨

 正直に生きていく いつも笑顔でいる

 元気なあいさつ運動

 草刈り作業する

 地域活動に参加する

 すなおにあやまること

 都市ガス・下水

 遊ぶ所が増えたらいいな

 子どもの笑い声がいっぱい

 なるべく地区のお店を利用
する

 結婚しても上野間に住み続けてくれる

 小学校だけの運動会

 子どもが増えて小学校・保育所が続きますように

 PTAが動く小学校

 祭りへの参加

 地区のきまりを守る（ゴミ出し日）

 ゴミを拾いきれいにする

 地域での催しものに参加する

 まち医者（病院）

 人が多く歩いている

 歩道が完成

 道路が整備され広くなったら…

 地域の良い所を探すこと

 国産グレープルーツの活用

 アウトドア整備、キャンプ場など

 おまわりさんが欲しい

 騒音がない  映画のロケ地になる  夏でも星空が見える

 災害時、避難できる場所
があったら…

 できることを1人で考える

 近所づきあいを大切
にする

 声かけを行う

 近所同士の声のかけあい、
つながりあい

 年寄りの話を聞くこと

 上野間地区の成り立ちを学ぶ、
知る

 豆腐、きのこなど地元の特産品を加工して売る
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私たちのまち（地区）のいいところ

 挨拶がよくできる

 異年齢（子どもとお年寄り）がある

 細かいことにこだわらない人が多い

 人が集まることがある
（例；敬老会、運動会など）

 子どもも挨拶ができる

 近所づきあいが多い

 知り合いが多い

 ちょっとしたことでも協力して
くれる人が近くにいる

 人情豊か

 困りごとを助けてくれる人がいる  祭りがある

 手話で話せない

 捨て猫にエサを与えている

 将来、車の免許を返納したいが交通手段が心配

 空家が多い

 本当に困っている人が分かりづらい

 坂がきつい

 駅の階段が利用しにくい

 車がないと移動がしにくい

 ゴミを出す日にきちんと出さない人がいて、収集場所が数回変更
になりました。

 買い物をするところがない

 道路が狭い

 働くところが少ない

11月30日
上野間②

身近なところで困っていること

 義理堅い人が多い

 大学が近くにあり交流有り、勉学
ができる

 若い人がいない

 話し相手  近所に子どもがいない

 コンビニがある 駅がある

 ガソリンスタンド  介護施設がある

 お店がない

 空気がいい

 海がある 自然が豊かである

 海ののりが取れる

 ミカンがおいしい

 夜は特に静か（騒音など）

 食べ物がおいしい

 体験型施設がある（うのみなど）

 伝統行事がある

 お店がたくさんある

 野菜がよく取れる

 名鉄がある

 自然が残っている

 病院が遠い

 稲早川のハゼ釣りの人に困っています。通り道に釣り竿を置きっ放し、
バイクを置き通れません。

 スーパーがない

 ゴミ捨てのマナーが一部悪い

 病院がない

 銀行がない（JA以外）

 近所の川沿いの道を車がスピードを出しとおるので危ないです。

 お墓に花をポイ捨て
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 隣近所仲良く

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 若い人のいっぱいいる地域

 交通が便利であったらいい

 三世代同居

 交通手段。病院や買い物へお年寄りが楽に行けるように。

 交通が便利だと高齢者が助かる

 病院がある

 助け合いをする

 あいさつをする

 人とつながる前に自分から挨拶をする（防犯上もよくなる）

 近所の人との話し合い

11月30日
上野間②

私たちにできること

 内海行の電車が減りませんように！（大学がそのまま美浜に・・・）

 お互いに簡単な助け合いが気楽にできる

 子どもがたくさん生まれ
て活気のある地

 人と人とのつながりがある地区

 毎日、声をかけることのできる隣人・友人がいる

 今ある行事（祭り、盆踊り、運動会など）が続いている

 子どもが多い

 手話ができる上野間地区

 働くところがいっぱいあるといい

 リゾート建てる

 自然豊かなままで、名前の通り美しい美浜、上野間で！！

 空き地の草はなく、花があちこちに咲いている町

 自然が多く残っている 海水浴や潮干狩りができる

 車がなくても生活できる町

 災害の時安心できること

 友人と気楽に入れる喫茶店がある

 大きなスーパーがある

 買い物する店が増えてほしい

 歩いて行ける範囲に店、病院がある

 バリアフリーの道 道路が広くなり、安全に歩くことができる

 災害時に支えあえる近所づきあいができる様に

 地域の行事にできるだけ参加する

 今あるコンビニ、個人商店が続くように協力する

 できるだけ電車を利用する

 自分のことだけでなく、人に関心を持つこと（孤立させない）

 隣人・友人との声かけを続ける

 自分でできることは自分でする

 自分の健康に留意し、他人に迷惑をかけないようにする

 ボランティアに参加する

 昔あった町内会等を催す

 家族間でもいろいろなことを話し、次世代にも考えさせる

 交通安全

 高齢者、障がい者、一般の集い

 手話で話す場（サロン）をたてたい

 困ってることに声を上げる（一人が二人に、二人が三人になる）

 高齢者のゴミ出し等を手伝い

 婚活を援助する

 非正規な働き方が無くなるよう県・国に働きかける）

 マナー問題（行う前に人の迷惑にならないか考える）
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私たちのまち（地区）のいいところ

 女性が元気

 男性のたてのつながりが
強い

 お年寄り、シルバーパワー

 農家が元気

 60代～70代、活気がある

 元気なおばさんが多い

 お年寄りドライバーが危ない

 個人情報がカベになって隣近所がわからない

 高齢者の交通手段がもっと
ほしい

 高齢者地帯が増えている

 男性の独身が多い

 喫茶店、集まる場がない

11月30日
上野間③

身近なところで困っていること

 高齢者世帯が多くなってきていることで、災害などの助
け合い連携が必要

 今後の継続がむずかしいこともあるが伝統のまつり

 伝統のはだか参り、七度参りがある

 近所の付き合いがうすくなっている 近所でのつながりがうすい

 鵜の山がホコリ

 独身、ひとり身が多い

 アサリがいない

 空気がきれい

 海の幸、山の幸

 空家が増えている  道路がせまい

 お祭り、若衆文化が続いている

 四嶋、越智、二台の山車と糸からくり
 高齢者の人が困った時に相談できす、助けを求めるところが少ない

 近所に買い物できない 車がないと生活できない

 知り合いからいろいろな物をもらう

 近所、知り会いの物々交換

 まだ物々交換がある

 ジョイフルファーム鵜の池  ジョイフルうのみがある

 子供が少なくなりつつある中、保育所・小学校がある

 自分の家の周りをきれいにしない  ゴミを前日に出す人がいる

 回覧板をポストへ入れる  寄付金をよくとりにくる

 自分の親を行政がみるのがあたりまえと思っている人がいる

 自分でやれることでもすぐ区や町にやらせる
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 拠点の仲間づくり

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 次世代がふえる

 公会堂まつりの仲間づくり

11月30日
上野間③

私たちにできること

 子供達が増えて遊園地ができたらいいな

 道端で自分達の作った料理とかお菓子を持ち寄って一日中しゃべっ
ている村

 三世帯かついっしょに暮らす家がふえたらいい

 道路のゴミ拾い

 仲間づくり

 草かり

 まちなかで声かけ

 地域づくりのコーディネート（対話の場づくり）

 若者もシルバーも活気であふれている

 気軽に集まれる場所がある

 空き家をリフォームしていいたまり場になっている

 古民家を利用しての施設ができる

 元気にあいさつ

 介護体験についての相談にのれる

 伝統文化（祭りなど）がしっかり受けつがれている

 裸参りが残っていてほしい

 散歩しながら地域パトロール

 海辺がきれいになり、夏場に海水浴でさかえる

 優良企業が立地

 病院、お店への送迎

 朝から酒を飲んで一日中オダを上げている年寄達

 孫がみれる

 企業が増、若者が増えて上野間も若返るといいな
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私たちのまち（地区）のいいところ

 人柄が温かい

 上下関係ができている

 人間味がある

 皆が仲よし

 住民と顔みしりの人が多い

 用事がなくても声かけできる

 バスの本数が少ない

 喫茶店がなくなってしまった

 交通の便がよくない

 空家の草が多い

11月30日
上野間④

身近なところで困っていること

 災害が少ない

 海がある

 スーパーがない 病院がない

 店が多い

 空き家が多い

 公衆電話がない

 コンビニがある

 働くところが少ない

 風が強い

 海がきれい

 山がある

 駅がバリアフリーではない 駅の階段がきつい

 はだかまいりがある

 祭礼が豪華（からくり・山車）

 めずらしい行事がある

 上野間小学校がある  介護施設が2か所ある

 県道が狭い  道が狭い

 道が暗い  坂が多い

 親世代と同居の若者が多い  コンビニの店員さんが優しい

 緑がいっぱい  食べ物が豊富

 セントレアをのぞむ海岸

 武豊・半田に近い

 うの池ファームがある

 潮が飛んでくる

 子どもの数がへってきている

 障がいのある人が利用できる場
所が少ない

 中学校が遠い
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 地域のひとやもの、自然に関心を持つ

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 子どもの声がどこからでも聞こえる町

 地元愛を子どもたち
に教育する

11月30日
上野間④

私たちにできること

 スーパーができている  喫茶店がある

 親と自分の家族が仲良く同居

 家庭を大切にする

 地区のひとと仲良く、交流する

 家族への思いやり

 家のまわりの草とり

 地域が活発に保てるような努力を続ける 元気で友人達と遊んでいた

 気軽にあつまれる場所ができている

 若者とシニア世代が集まれる場所がある

 家のまわりのみぞそうじ

 あいさつ

 遅くまでバスが走っている（本数増、すみずみ）

 事故が起きない交通システムがある町

 花をいっぱい植える

 自然が残り、美しいまちなみ

 自分で生きたい

 健康に気をつける

 近くに病院があるとよい

 地区に子どもの活気があふれている

 自分のことは自分でできる

 人口が増えると良い

 病院がほしい

 歩く範囲で買物ができ、病院がある町

 障がいがあっても上野間に住みつづけることができる

 子育てがしやすいしくみ

 上野間に住んでる人の声を届ける

 お店を利用する

 どてのせいち

 畑を耕す

 食事をしっかりつくる事

 近所へのあいさつ

 近所のひととあいさつを交わす

 身体をうごかし元気でいる事

 近所の見回り 81



私たちのまち（地区）のいいところ

 皆、仲良し

 人間関係が良い（地域が全員知人）

 食物が美味しい

 白砂池から三河の
海が見える

 周りの人が優しい

 あまり車が通らないため
子どもも安心

 近所の人に花や野菜をもらえる

 矢梨へ行く道から見える海

 ほとんどの人が知り合いなので安心

 山や川で子どもが
伸び伸びと遊べる

 自然が豊かできれい

 昼間は老人人口が多い

 男の老人が少ない

 独身が多く、子どもが産まれない

 ひとり暮らしの人が増えた

 少子化（子どもが少ない）

 新婚夫婦ができない

 食材を買うところがない

 道がせまい

 サロンとかのボランティアさんが少なくなっている

 店がない

 地域のお店が無くなった

 交通が不便

 車に乗れないと買い物に行けない

11月15日
切山

 農業者が高齢化で耕作地が狭くなる

身近なところで困っていること

 夜が静か

 田畑が多いところ

 電灯が少ないた
め星がきれい

 イタチやタヌキなどいる

 緑がいっぱい

 空気が美味しい

 東京まで無信号

 八幡神社、山並み、田畑など

 会えば気軽に話したり挨拶できる

 名古屋まで４０分

 中央道にすぐ入れる

 八幡神社の本殿が素晴らしい

 街灯がしっかりある

 老人には買い物が不便。
フィールの支店がほしい。

 空き家が増える

 若者の減少

 虫が多い

 時々悪臭

 野犬、野良猫が多い
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 皆と仲良くする

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 喫茶店ができる

 子どもがお菓子を買いに行く店がほしい

 子どもがいっぱいいる

 老人会より婦人会（４０歳）を作る

 遊具のたくさんある公園がほしい

 食事ができる所がある

 人口増

 店がほしい

 福祉の充実

 ゴミを拾う

 子どもが結婚したら切山に住ませる

 近所の人にやさしくする（特に老人）

 毎日、村全体で健康体操

 あいさつ運動（声かけをしよう）

 老人が楽しく暮らせる地区にする

 地域の行事に参加

 親の面倒を見る  人と人の関係を良くすること

 知らない人に声をかける

11月15日
切山

私たちにできること

 病院の待ち時間が長い（半日かかる）

 老人が楽しむ場所がある

 協力すること

 草刈りをする

 地域ボランティア

 働く場所がある

 バスが通っている

 カイパーにイオンが出来る

 皆で集まって健康体操ができる

 コンビニがある

 温泉が出て、切山温泉がある

 村全体で民宿（山の宿）がある

 行ってきバスを特定の日に貸切にしたい！

 雨降りなどは子どもの送迎車両がほしい

 山道の草刈り、美化作業

 子ども達の通学路の見張り

 町の福祉より自分達で福祉の向上を。福祉は町に求めるのでなく
地域でするべき。

 今の自然を保つこと
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私たちのまち（地区）のいいところ

 子ども達の元気な挨拶

 自主防災会が活発

 番地が分かりやすい

 ゴミ集積所の数が多い

 まとまりの良い景観

 若い人が多い

 近所に良い人がいっぱい

 狭い地区で有効に活動できる

 温暖な所に住んでいると穏やかな性格

 防火水槽がたくさんある（１４か所）

 人材が豊富

 高齢者世帯が増えてきている

 自助の精神希薄

 住民の顔と名前が一致しない

 ボランティアに関心が薄い

 子どもの数が減っている

 おせっかいな人が少ない

 厚生病院のバスがとまらない

 リタイア世代が表に出てこない

 野良猫が多い

 病院がない

 竹林の浸出

 駐車場が少ない

11月30日
美浜緑苑

 いちばん困っている当事者の声が聞こえない

身近なところで困っていること

 住宅が新しい  静かで住みやすい

 一歩前に出ることができない人が多い

 若者が少ない  後継者がいない

 落ち葉が多い

 静かな環境

 買い物に不便（車がないと）

 ５年先、１０年先の
地元はどうなるか

 坂道が多い
 散歩がしやすい

 ゴミが落ちていない

 里山と海

 色々な趣味を持っている人が多い

 緑が多い  空家が増加している

 本屋がない

 路駐が多い  道路の地割れ

 交通の便が悪い

 犬のフンが多い

 防衛本能が勝っている。能力を活かさない人。

 緑苑駅が危ない
（治安が悪い）

 コンビニがない

 ゆったりできる喫茶店がない

 燃えないゴミの日が一日しかない

 やる気はあるけど体力がともなわない
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 あいさつ（大きな声）

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 お年の方も若い方も一緒にできるサークルがある

 あいさつが絶えない町

 お年寄りの一人暮らし
でも平気な町

 静かな環境がそのまま続いている

 住民皆が自主防災会員になり、防災に真剣に取り組む

 年金でゆっくり暮らせる

 老若男女の声かけ

 地域の人と進んで会話を交わす

 近所の人たちに声をかける

 地区の行事に積極的に参加する

11月30日
美浜緑苑

私たちにできること

 いつまでも明るい町

 子どもがいっぱい

 弱いものが生きやすい地域

 楽しく元気に暮らせる町

 老若男女いろんな世代の住む町

 若い人が住んでくれていたらいい

 住民が心穏やかに暮らせるよう

 若者が喜ぶお店があればいい

 地産地消の自立の町

 １００均の店ができる

 空家が少ない緑苑

 公園の桜が大きくなる

 竹炭で喰える！

 緑苑区が土地を買い賃貸駐車場を経営する

 町の中をもっと明るくしてほしい

 問題が生じたとき、相手の立場に
立って考える社会

 立派な集会所が新築される

 日常の買い物に困らない地域に

 病院ができる

 グループホームができる

 友人がみんな元気であればいい

 地域全体の利益、幸福を実現すること

 地域のことは地域で支える社会

 自助の精神に満ち満ちた社会の実現

 困っている人を見かけたら声かけを

 健康に気を付ける

 地域で産業化、竹炭は？

 なんにでも好奇心を持つこと

 積極的にあいさつをすること

 地域の中での知り合いを増やす

 地域貢献の旗振り役をする

 相手が嫌がることはしない、言わない、平和な緑苑に！

 近所の一人暮らしの方を気にかける

 頼まれれば「先に動く」

 スーパーが出来る

 買い物ができるお店が近くにある

 地産地消にチャレンジする若者を支援する

 自主防災会増員

 わが子が町外へ移住しないよう説得する

 通学路の見守り

 ゴミ拾い 同報無線の当番（大きな声が出る）

 非常時の備え（水、食料）

 力仕事
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私たちのまち（地区）のいいところ

 人付き合い◎

 新規の農業参入者を受け入れて
いる

 挨拶する人が多い

 小学校全員の顔と名前が
分かる

 近くに店がないのは、若者にとっては逆に悪いことができなくて良い

 隣人との交流

 子どもが元気

 人が温かい

 仲間とのまとまりが良い  小学生のあいさつ運動

 布土地区は子どもたちには
安全だと思う

 亡くなられた方の連絡がない時がある

 若い世代の地域参加がない

 １人住まいの方が多い（安否確認できるか？）

 支援が必要な子とそうでない子の交流が少ない

 よそ者（他地方から来た人）に対しては、嫁入り以外の人には案外厳しい

 布土川を渡る橋が少ない

 役員のなり手がいない

 布土川、危険？（台風とか）

 分別ゴミの時に回収不能のゴミを捨てる人がいる

 防潮堤が老化している

11月17日
布土①

 親同士のつながりが少ない

身近なところで困っていること

 高齢夫婦の世帯が多い

 近所は老人ばかり

 道が狭いのに車がスピード出す

 地域の人との関わりが少ない

 仲間意識が強い

 米が美味しい

 公園はないけど遊ぶ所はいっぱいある

 ゴミ収集場がキレイ

 コンビニの店員さんが親切

 病院が２つもある

 自然災害が少ない

 郷下公園がキレイ

 旧布土小の跡地に何もなくていい

 布土の田畑地区は本当に朝気持ちがいい

 住宅地が少ない

 堤防道路に犬のフンをさせる人がいる

 歩いて行ける飲み屋がある（楽さんかん）

 コンビニがある

 でんでん（ケーキ屋さん）のお菓子がおいしい

 郷下公園から年に数回、くっきりと御嶽山が見える

 ゴミ捨て場がいっぱい

 穏やかな人が多い

 榊原医院が往診をしてくれる  長寿会の活動に協力者が多い

 高齢者は車がないと困る

 デイサービスがない
（放課後等デイサービス） 空き家が多く活用されていない

 児童の通学路が狭くて危険

 郷下公園に吸い殻などを捨てる人がいる

 海岸にペットボトルなどのごみを捨てる人がいる

 郷下公園で犬のフンをさせる人がい
る

 交通の便が悪い（公共）

 若者の定住が少ない

 遊休農地が増えてきた。受け手が少ない。

 食べ物や景色は良いけど、
文化は育っているのか

 大きな公園がない

 高齢者が多く組長が大変

 超高齢化

 習い事をするところがない

 スーパーがな
い

 布土小学校にもついに登校拒否の子供が
出ました。外来者です。

 川がキレイ

 自然がたくさん

 里山と里海が身近にある

 顔の見える関係がある

 景色が見える家  高台にある、景色のよい小学
校

 海が見える景色が良い

 買い物する店が少ない
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 おせっかいばあさんにな
る

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 じーちゃんやばーちゃんが先生になって子どもに耕作やら畑やら
いろいろ教えている

 発達が気がかりな子も一緒に成長していける場所がある

 子どもがいっぱいいる

 各地区の空き家を利用して５～１０人くらいの年寄りが日中集える場所

 カフェができている

 年寄りでも気軽に出かけられるカフェがある

 みかんの樹が増える

 声かけ・安否確認

 地区行事に積極的に参加する

 母親サロン（集まり）の企画  地域の活動に参加する

11月17日
布土①

私たちにできること

 支援の必要な子ども・大人が働ける場所がある

 都会の若者の定着

 独居老人がいない みんなが知り合い（孤独な人がいない）

 個人情報に負けない関係・交流

 小学校の余っている教室で年寄りが短歌や俳句を作っている

 他市町からも転居したいと思うまち

 大きな公園がある

 スーパーができている

 オレンジラインの復活

 集合住宅ができてほしい

 いってきバスがもっと美浜町中に行けるように

 外灯がもっと多く

 駅までのバスの便が増えている

 老若男女が集える場所

 港ができる

 農地を交流拠点とした都市住民の多くの来訪

 年寄りが気軽にできるジムがある

 居酒屋がある

 近所との食事会（情報共有）

 道路が広く、店が多くなり若者が喜ぶ町

 気軽に集まれる場所ができている

 支援が必要な子どもも安心して遊べる公園

 海岸に自転車専用道

 道の駅ができる

 インナーハーバー的な港町

 あさりがとれる

 隣近所の一人暮らし、老夫婦みんなと食事会をする

 障がい理解の学習会を地域の人に実施する

 犬の散歩をしている人にゴミ袋を渡す

 親子で参加するイベントを作る

 若い方の参加・パイプ役

 自分の健康に気を付ける

 アイデアを出し実現に協力する

 こういった集まりに参加しましょう！と声をかける

 布土の未来を語る会を定期的に開く

 まずは個人個人のまとまり きれいな海が見える

 上村海岸のゴミを拾う

 浜辺の清掃を年数回、地域単位で

 郷下公園のゴミを拾うのを続け
る

 日常的にゴミ拾いをして町をきれいにする

 巡回バスの便数増加  車イスでも乗車できる巡回バス

 今あるお店を利用する（売上貢献）

 買い物代行をする

 消防団への加入を学年単位で半強制的に

 自主防災ネットワークの充実を図る

 遊休農地に菜の花、レンゲの種をまき、花いっぱいにする

 山の農地にみかんの植樹

 農業やりたい若者に農地の地主を紹介する

 オレンジラインの道の整備を仲間とする

 若者に空き家を紹介する
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私たちのまち（地区）のいいところ

 河和に海岸  田畑が多い

 アグリスカフェがある

 空を見ると飛行機がいつも見られる

 アゼーリアが良い役目を果たしていると思う（やさしさ）

 海にゴミが少ない

 すぐ海、すぐ山、景色が楽しめる  鶏がいる

 自然がたくさんある

 農協が町の中心にあり集いやすい

 魚は少なくなったけど釣りはできる
 平井の坂から県道に出る時、信号機がほしい

 交通の便が悪い

 名鉄布土駅が廃止になったこと

 電車の駅がない（河和口・富貴の中間）不便

 台風が来ると堤防の下から水が逆流してくるのが困る

 電車の本数

 子どもが減っている

 保育園の園児の数がすごく減っている

11月17日
布土②

 海岸が汚れてきた（ゴミ等）

身近なところで困っていること

 道路が狭い  車でないとどこへも行けない

 海で子どもが遊ばなくなった

 街並みがまとまっている（人里離れた所が少ない）

 布土小学校の先生が一生懸命に教えている

 海がある（朝日が見える）

 病院が２つもある

 隣近所が仲が良い

 小学校が町内にある（布土区内）

 犯罪が少ない

 隣人とおしゃべりが楽しい

 国道に歩道と車道の区別がな
く、中学生が通行しにくい

 とりあえず駅がある

 アップダウンのない地面

 布土小の授業が面白い

 布土区で集う人が多い

 比較的生活しやすい
（買い物・医療他）

 お喋りサロンがあります

 海岸線がある程度長いので散歩に良い

 布土小跡地グラウンドの銀杏の木

 夜、道路が暗い

 布土橋の所が道中怖い 雨が降りすぎると道路に水がたまる

 買い物難民（商店がない）

 人口が減っている

 国道の横断には気を使う。子ど
も、高齢者は特に！

 ゲリラ豪雨になると布土川の氾濫が怖い。布土を分断してしまう。

 お年寄りの孤立が多くなっている

 お寺が多すぎる。布土に１つでいいのではないか。

 貝（アサリ）が取れなくなったのは寂しい

 車がないと電車の駅が遠い

 遊園地があるが、町の中に少ない

 若い人の集うところがない

 老人会がまとまっている
 人がのんびりしている

 地域として人数が適している？

 アサリが取れる

 人の温かさ

 近所づきあいが良い 人々が穏やか

 夜の外灯が少ないので若い女性は怖いと思う

 全体的に町は静か

 女性が強い、元気

 男性がやさしい

 世代を考えない人間関係

 伝統行事の世代間継承
が行われている

 年配世代の大先輩が地
域で活躍している

 隣組の組織が機能している

 地域の連携が強い・豊か

 どの会合でも同じ顔ぶれ

 子どもが育てやすい、環境が良い

 区の役員さんが熱心

 暖かい土地柄のため、寒冷地用も暖地用も花が咲き実がなる

 三世代交流が充実している

 子どもが外で遊んでいる

 子ども達の登下校が見やすい

 ９０歳以上の高齢者が認知症に
なっていない人が良い

 他の市町村に対して心がやさしい

 各家庭がさっぱりきれい
にしている所が多い

 外食ができない

 高齢者の日常の買い物をする店が無くなった

 ガソリンスタンドがない

 若い世代の親の顔が見えない

 昔からのんびりしている布土気質が良くもあり悪くもあり

 近所づきあいが希薄になってきた

 隣組や運動会といった役の受け手がなく、限られた人に負担のしわ寄せが激しい

 年配者が多くなってきた

 危険な空き家がある

 空き家がどんどん多くなってきている

 就職できる所が少ない

 若者が遊ぶ所が少ない

 30代～40代があまり地域のために動いていな
い
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 いつまでも元気でいられるよう努力する

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 愛知のリゾート地として布土海岸が海水浴としてにぎわいを取り戻
す

 旧布土小跡地の活用（子供から老人まで集える場にしたい。
児童館、図書館、老人憩いの家などがあるといい

 世代間（特に若い人たち）で集える場がほしい

 日本一の福祉の町として世界から脚光を浴びる

 温水プールができる

 美浜出身のスターが出るとよい

 協力を惜しまない

 健康で長寿、子どもをたくさん増やす

11月17日
布土②

私たちにできること

 野鳥の聖地としてその名をはせる

 人口５万人になっている

 地域が１つの家族。空き家を復活させて小割で集会所で遊ぶ子、孫、
じじばば

 美浜町の人口が27,000人に増えている

 子どもが育てやすい町として有名になっている

 布土の磨き砂が再び脚光を浴びて豊かになる

 若い夫婦が安心して住める布土

 美浜に首都機能

 ゴルフの打ちっぱなし場ができる

 高校ができる

 キッザニアがある

 ディズニーランドが来る 科学館ができるといい

 映画館ができる

 スーパーマーケットがある

 自然を大切にし、野山で遊べるとよい

 全国区の名物ができるとよい

 山の地区に星の観察所

 難しいが区画整理をして自然と共生できるとよい

 温泉施設ができる

 美浜から首相を出す

 皆が遊べるテーマパークがある

 総合ミニ体育館ができる

 親子楽しく遊べる施設がある

 老人の方に手を差し伸べる

 お年寄りのお手伝いをする
 地元行事等、人が集うもの
には積極的に参加する

 布土の歴史を高齢者に聞いておく

 生き抜いていること

 下水路を通して住みやすくする

 工場誘致して若い人々の働く場を多くする

 若い人たちと積極的に交流を図る

 若い人を大事にする

 会社設立

 老人の憩いの場づくり  今の仕事（福祉）を続けている

 介護援助等でできることは進んで手伝う

 福祉の仕事のやりがいを伝え続ける

 布土を花いっぱいにする

 自然な布土に

 オレンジラインをなくさないように
お手伝いする

 助け合う。自分のできることを自分以外の人のために一生懸命する。

 隣近所と仲良く付き合う

 両隣の人ともう少し仲良くな
る

 地域の人と飲む

 何事にも声を上げる（意見を言う）

 布土の良いところに自分が気づいて大切にする心を育む

 音楽堂を作って！！（山の広場でなく）

 デパートができる

 ここ10年以内に布土駅を復活させるよ
う布土住民全員に行動する

 ゴミ0運動を１年に
１回ではなく数回に

 災害に備える！！
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私たちのまち（地区）のいいところ

 子ども達がとても素直で子どもらしい  一つきっかけがあればまと
まりやすい

 自然が豊かである（どんぐりやまつぼっくりなど）

 子ども達が挨拶をし、老人と遊んでくれる

 布土小の坂道のイチョウの葉、桜がステキ

 児童が元気

 人柄が良い・優しい人が多い  区民が一緒に集まるイベントがあ
る 隣近所の付き合いがある

 空気がおいしい・キレイ

 高齢者が前向き

 海岸沿いの家の人は津波が怖い

 コンビニにないものを買いに行くとき、
車じゃないと行けない

 高齢者が気軽に集う場

 子どもの減少

 駅までが遠い（20分）

 高齢者の一人歩きが心配

 歩道が狭く、自転車に乗るのが怖い

 国道横断が危険

11月17日
布土③

 若者が家を建てる土地が少ないの
ではないか

身近なところで困っていること

 ボランティアの参加が少ない（草刈り、ゴミ拾い）

 サロンへの送迎

 布土区を中心にうまく回っている

 海があり（潮干狩り）、山がある（みかん狩り）

 布土は30年～50年前と基
本的に変わっていない

 天気のいい日は夜空の
星がきれいに見える

 心月斎の桜

 河和口に来る鳥30種

 布土川で生き物に触れられ
る（鯉、メダカ、ザリガニ、カエ
ル、カメ、ホタル、とんぼ）

 ゴミの集積所まで徒歩往復20分

 四季を感じられる

 四季桜の木がある

 オレンジラインがある

 夜、飛行機の灯がキレイ

 ボランティア精神の女性がいる

 治安が良い

 ボランティアの若者の参加が少なくなった

 高齢者で不燃物の処理が不便
（遠くまで行かないとダメ） コンビニとガソリンスタンドの閉鎖

 あさりが取れない

 上村、平田にはスーパーがない

 ボランティアを上手に使っていない

 海岸が汚い

 通勤時、布土の交差点が混雑する

 団体の役員をやりたがらない

 夜間、暗いところが多い

 散歩、ジョギングには適所多数あり

 アゼリアのパンがおいしい

 布土海岸バードウォッチング

 地域と小学校との連携が強い

 農協がある

 緑が多い

 ぬくもりカフェ

 お寺が多い

 防災意識が高い（日福台の協力）

 布土小跡地に大きな銀杏の木
がある

 健康体操のできる所が2か所ある

 公園が近くにある

 日の出がすてき！！

 山からの景色がきれい

 古くからの人が多い

 布土小跡地に運動場がある

 小学校の校庭が広い

 里山のハイキングがきもちいい

 鉄道の駅がある

 郵便局がある

 スズメ、カラスが多くフンをたくさんしている

 道路の脇の草で道が狭く感じる

 車がないと買い物が不便

 布土駅が無くなり不便

 買い物をする場所が少ない

 近くに病院（眼科・内科）がある

 セブンイレブンの方が親切

 榊原医院が親切

 社協が親切に指導してくれる

 おしゃべりサロンが好評

 平野先生の出身地である

 地区の声が町に伝わりやすい

 空き家が多い

 児童公園の数、設備が整っていない 90



 友達を作る

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 高齢者の楽しくなる場

 布土公民館を中心とした町づくり

 お喋りサロンが継続している

 犯罪のない安全で住みよい町

 感謝する気持ち

 自分自身のケア（ウオーキング）

11月17日
布土③

私たちにできること

 ぬくもりカフェ継続して好評

 高齢者と子供たちとの交流が盛ん

 高齢者においしい食事と場所

 孤独死がない

 お年寄りや子供が集まるサロン

 気軽に行けるコミュニティがある

 総合病院がある

 おしゃれなカフェがある

 海がきれいで人が集まる町

 公民館にエレベーターの設置

 ゴミ集積所の増加

 スポーツ施設がある

 区民が皆行きたがる公共施設

 布土駅の復活  スーパーがある

 ゴミの収集は各家庭を回る

 食堂がある

 楽しみを見つける

 前向きですと言い切る

 ピンピンコロリを目指す

 話を聞く（愚痴など）

 互いに助け合っていく

 笑顔、笑う

 夢を追い続ける

 困った人がいたら助ける

 高齢者の見守り

 趣味を続ける

 自分のことは自分でする

 ゴミを減らす

 地区の美化

 地域の子と仲良くする

 健康体操をコツコツ続ける

 健康に気を付け食生活を大
事にする

 尊敬する夫

 人とのコミュニケーションをとる

 高齢者への手助け

 巡回バスの回数増加

 観光地が増え人が集まる町

 優しい人が多い地域

 地域の人々を活気づけられる人
をたくさん育成する

 趣味の集まり

 ラジオ体操に集まる

 元気があふれる住民がたくさん
いたら最高

 小学校が各学年2クラスになる

 児童（子ども）が楽しめる児童館

 幼児とふれあえる場所

 農地の規制緩和

 食事に気を付ける

 積極的に挨拶する

 人にやさしくする

 生活困難者の把握・援助
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私たちのまち（地区）のいいところ

 活気がある

 近所づきあいが良く皆さん優しい

 地元でとれた美味しいものがある

 新しい家、若い世代（柿谷）

 子供がたくさんいる

 若い人が多い

 知多半島道路のインターに近い

 自然も住宅もあり住みやすい

 海が美しい

 自然に恵まれている

 夜、道路に街灯がない、または少ない

 北方奥からは（元柿谷）駅までが遠い

 町内会に入っていない人がいる

 道が狭い

 野菜や魚のおすそわけ

 特急電車（名古屋まで直通）が一時間に一本なので困っている

11月24日
北方

身近なところで困っていること

 駅が近い

 飲食店がある 多い

 病院が近い 役場が近い

 山や海が豊かで食べ物がおいしい

 空気がおいしい

 交通の便利がいい

 夜、中学生が神社にたむろしている。煙草の吸殻が落ちている。

 人が穏やか

 ペットの放し飼い

 ペットのフンの処理 公園で子供が遊べない

 ゴミだしのルールを守らないひとがいる

92



こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 子どもがたくさんいる町

 年金で安心して暮らしたい

 年寄りに優しい町

 田畑が荒れないでほしい

 行事を増やす

 おいしい食べ物（えびせんべい、野菜、果物など）をアピールする

11月24日
北方

私たちにできること

 若い世代と高齢者が共に住む地域

 若い人が地元で住んで働いてほしい

 笑いのある町

 道路が整備されて交通の便がよくなっている

 あいさつが元気にできる町

 えびせんべいの里はそのままで

 地元の食材が（いちじく）いつまでもあってほしい

 あいさつをする

 子供を安心して預けられる保育環境づくり

 活気のある町

 知らないふりをせず、声をかけ運動のようなことで町を明るくする

 人に優しくする

 自分でできることは自分でする

 自分たちがこの町の住人で、これからも住んでいくという意識を持つ

 海がきれいであってほしい

 協力  ありがとうを素直に言う

 子供達の大きな笑顔いっぱいの声が響きわたるような

 ゴミの減量を考える  ゴミを減らす、リサイクルを心がける

 笑顔を絶やさない
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私たちのまち（地区）のいいところ

 楽しい仲間がいてくれる

 子ども会の行事に積極的に参加してくれる

 子ども達が素直でかわいい

 消防団の矢梨班が頑張っている

 浜辺でシーグラスやきれいな貝殻を拾える

 子ども達の元気な声を聴くと自分も元気が出る

 お元気なお年寄りが多い

 遊びに来てくださる方が多い

 散歩で歩いている人とも挨拶して話せる

 違う学年でも仲が良い

 野菜や果物をいただく

 嫁もらわない男性が多い

 浜地区の子どもが少なく、集団登校が難しくなる

 雑草地が多く草刈りが大変

 子どもが少ない

 五宝川堤の余地雑草

 交通の便が悪い

 通学路が暗い

 交通量が多い

 蚊、ハエが多い

11月15日
矢梨①

 通学路の安全対策（ライン表示等）

身近なところで困っていること

 周りの竹藪のせいでササの葉が舞ってくる

 同級生で結婚している人がいない

 子ども達家族が他地区に住んでいる

 天気がいいと御嶽山が見え
る

 満天の星空

 潮干狩りがあり他県の人たちと楽しい話ができる

 小学校の行事に親が積極的に参加

 里山があり、わらび取りなどができる

 海岸での花火見物

 自然がある

 食べるお店が新しくできて嬉しい

 新鮮な魚に恵まれている

 畑で野菜を作っている人が多い

 海に出て大声で歌が歌える

 国道沿いの自動車やバイクの騒音

 果物（みかん、キウイ、スイカ）がおいしい

 食べ物が豊富（あさり、米、たけのこ、魚、卵、野菜）

 米ぬか利用者が多い（肥料
に）

 伝統の行事を続けている（祭り、盆踊りなど）

 キジを観察できる

 高校生も盆踊りに参加してくれる

 海がきれい

 クワガタやカブトムシを
捕まえることができる

 米が美味しい

 緑が多い

 養鶏所があるのでお裾分けをいただける

 矢梨の食べ物は全部美味しい

 海が近いので、釣った魚のお裾分けをいただける

 外来種のミドリガメが増えている

 シーズンによって車の渋滞に困る

 野鳥（カラス）の食害が多い

 歩いて行ける所に店がない

 大きな道があり、ウオーキング、走りっこができる

 車の通りが少ない

 野犬が多い

 時々悪臭がある（鶏糞臭）
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 ゴミ出しなど不自由な人の少しのお手伝い

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 小学校が今と同じようにある

 図書館がある

 保育園や小学校が残っている

 沖合に三河湾の水族館を  買い物が便利になる

 お店（個人商店）ができる

 週1回でも定期的に開かれる喫茶店

 自然を利用して季節の楽しみを（花見とか）

 公有地利用。老人球戯場として地区管理。

 地域（区）シルバー人材センターを作る

11月15日
矢梨①

私たちにできること

 グループホーム（仲間で暮らせるシェアハウス）

 子どもが増えている

 老人と子供が一緒に過ごせる
所がある

 快適な（低額の）老人ホームが
できる

 人口が増えている

 このままの自然が残っている

 新池沿いに老人憩いの場を

 今まで通り畑を作っている人が多い

 窓を開けても臭くないといい

 地震、台風が来なければいい

 週1でも開かれるサロン

 新池の桜並木がまだまだ多くなって遠方からも人が来てくれたら

 移動手段の充実

 いってきバスが続いていてどこでも止まってもらえるようになる

 電車が矢梨まで伸びてくれたら

 ソーラーカー充電施設を

 便利屋さんの手配師（経営、とりまとめ）

 家を開放して手芸教室・お喋りサロン

 野菜を集め販売所  神社裏山でシイタケ栽培

 近所の人が大きな花畑を作っているので、保育園児さんたちに
散歩がてら花見に来ていただけたらと

 老人と小学生、園児の交流充実
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私たちのまち（地区）のいいところ

 親切な人が多い  近所づきあいが良い

 子育てに隣近所、友達で助け
合っている

 海も山もある

 食べる所が増えて楽しい

 みんなが挨拶をしてくれる

 人が温かい

 声をかけやすい

 色々な年代の方と話ができる

 人情がある

 野菜がいろんなものになって
戻ってくる

 車に乗らない人が買い物などで困っている

 周りが知っている人ばかり
なので悪いことができない

 野犬が多く危険

 高齢者が行き来できる所がない

 子どもの数が減少し、保育所も小学校もなくなりそう

 ハエが多く室内侵入が困る

 若い世代が減っている→子どもが少ない

 公共交通機関がない

 草刈り機を使用できる人が減ってきた

11月15日
矢梨②

 若者が地元から離れていく

身近なところで困っていること

 においが臭い

 単身世帯の老人が増えてきた

 二人暮らしの老人世帯が増えてきた

 新池の頂上から見る富士山が
幻想的

 新池がきれい

 きれいな海がある

 星がきれい

 フィールができて買い物が便利

 朝日が日間賀島から上る景色
が素晴らしい

 新池の桜並木が素晴らしい

 フィールの信号で出ようとすると知らない車も止まってくれる人が多い

 電車が通っていない

 のりがおいしい

 自然がいっぱいなところ

 海の幸が食べられる

 （保育所）保護者が協力的

 平和

 雪が積もった新池が京都の風
景みたいで非常にきれい

 潮干狩りができる

 伝統芸能の獅子舞がある

 竹の子が取れる

 あさりがとれる

 畑がたくさんある

 犬や猫の放し飼い

 車なしでの生活が不便になりつつある

 夜道がとても怖い（暗いし野犬がいる）

 自然豊かすぎて草がよく生え伸びる

 川が草だらけで水の流れが悪い

 ヘビ、ムカデが多い

 阿奈志神社
 高いところがあるので景色が良く

見える

 子どもの遊び場所が中間にない

 大きい公園がない

 アパートがない

 学生がバイトできる場所がない

 若い人の働く場所がない

 行ってきバスの待つ所に風が通る

 県道沿いの夜間照明が暗い  外灯が少ない（暗い）

 夜遅くまでやっている飲食店がない
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 子どもをたくさん産む

こんなまち（地区）であったらいいな
（2025年夏頃イメージ）

 路面電車のようにたくさん止まる停留所

 渋滞をなくしてほしい

 矢梨に名鉄電車の駅を！

 島３島（日間賀島・篠島・佐久島）をつなぐ橋がほしい

 みんなが一緒に楽しめる
場所があるといい

 若い人の働きやすいところ

 地元の友達を大切にする「みんな離れていかないで！」

 閉じこもりの人の話し相手になること

 話し相手になる

 世代を超えた仲間を増やしたい

11月15日
矢梨②

私たちにできること

 電車が通る

 子どもがたくさんいる村

 病院の送り迎えを安く
やってもらう

 路面電車がほしい

 知多半島から伊良湖に橋が架かる

 電車の駅がある

 河和駅前の渋滞を解消してほしい

 知多半島ぐるり線がほしい（山手線みたい）

 ティールームやカラオケなど近くにある

 年齢に関係なく出入りできる店があるといい

 内海～豊浜～師崎～河和
の連結電車がほしい

 レジャー施設

 イオンがほしい

 ラーメン屋がほしい

 本屋さんがほしい

 企業誘致

 家族に負担をかけない、自立生活ができる状態を維持する

 子育てのお手伝い

 色々な年代の人に声かけをする

 一緒に歩いてあげる

 体力をつける

 健康を保つこと（自分のために！人のお世話にならないように）

 年齢別の服が買える店

 ユニクロがほしい

 高くても身に着けたいよう
な店もあってよい

 温泉施設がある

 回転ずしの店がある

 プールがほしい

 ため池を利用したアドベンチャー施設

 体を鍛えて動ける時間を多くとる

 買い物代行

 ボランティア

 署名をしてかなうことがあれば協力する

 村内での人材センターを作ってみたい

 地域のイベントを精一杯盛り上げ
る

 地元のお店を使う
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第３回

【地区】
・ 私たちの町（地区）のいいところ
・解決すべき課題
【小学校区】
・小学校区の課題
・課題の解決方法



第３回 美浜町ワークショップ（地区） 主な意見まとめ

美浜町のいいところとしては、近隣のつながりの強さや自然環境面の良さについての意見が多くみられます。
解決すべき課題としては、空き家の増加や少子高齢化、交通の不便さについての意見が多くみられます。
また、地区によって買い物できる場所が近い所と遠い所、始発駅の有無等の違いがあり住みやすさや便利さに差がみられます。

私たちの町（地区）のいいところ

解決すべき課題

● 地域住民のつながりが強い

● 自然が多い● 挨拶ができる

● 隣近所と顔見知りである● 静かな環境で散歩がしやすい ● 駅が近い（北方、浦戸、河和）

● 買い物できる店が近い（河和、奥田南、奥田北）

● 子どもたちの見守り

● 歩いて行ける場所に店が少ない、無い（布土、時志、矢梨、小野浦、柿並）

● 少子高齢化

● 空き家が多い ● 道路が狭い

● 交通が不便
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第３回 美浜町ワークショップ（小学校区） 主な意見まとめ

特に多かったのが、店の少なさ、空き家の増加、地域活動、少子高齢化に関する意見で、それぞれの課題の解決方法として、買い物に行けない人のため
に宅配をする、空き家でサロンや店を開く、地域活動に参加しやすい雰囲気を作る、子育て支援の充実といったものが挙げられています。

小学校区の課題 課題の解決方法

● ボランティア ● 宅配や移動販売車

● 行ってきバスをもっと便利にする ● 買い物ツアーを作る

● 青空市を開催し、野菜等を持ち寄る

● 買い物をする店が少ない（無い）

● 空き家の増加

● 空き家でサロンを開く ● 習い事や遊び場にする

● 皆が集まれる場所にする ● 買い物できる店を作る

● 空き家を壊して道を広くする ● 障がい者の共同生活で利用

● 地域活動が発展しない
● 魅力ある地域活動を企画する ● 参加しやすい雰囲気を作る

● 地域活動・行事等の広報を行う

● 少子高齢化

● 子育て支援の充実とPR

● 乳幼児・園児と高齢者のふれあい ● 婚活援助（イベントの開催）

● 若い学生を下宿させる
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

田舎だが適度に便利で過ごしやすい

12月15日
一色

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

歴史があり、静かで落ち着いた街道

地域で外出支援ができる人を登録する

子どもが家族をつなぎ、また近くで生活できるよう努める

自分たちでできることを登録し、その一つとして管理等を
担う

海岸を中心とした自然
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

地区が密集していてまとまりがある

12月15日
浦戸

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

駅が近い

役場が近い

子どもが少ない

カラスが多い

通学路をスピードを出して通る車がある

地域活動への参加

近所づきあい
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

自然が豊か

12月15日
奥田中

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

知り合いが多く、子どもの声が聞こえる

大学生との交流、大学と保育所、地域住民との交流が
ある

駅周辺の整備・開発
（コスモス畑を駅周辺に作る等）

地域開催の行事など、いろいろな行事に参加する

地域の人、子どもなど声を掛け合う
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

近所との交流がある

12月15日
奥田南①

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

若い人（学生）が多く、活気がある

高齢者だけの家庭が多い

車がないと生活できない

働く場所が少ない子ども達と挨拶ができる
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

買い物（日用品・食糧）ができる

12月15日
奥田南②

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

かんぽの宿がある

救急や消防への不安

男性の交流の場がない

海と山がある
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

自然が多く残っている

12月15日
奥田北

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

日福大がある

買い物が近くでできて便利

道が狭く暗い

高齢者世帯が増えた

若い人が少ない

子どもが少ない
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

九十九の里がある

12月15日
河和①

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

大きな病院がある

あじさいロードがきれい

河和台に集会所がない

街灯が少ない

隣組の順番性が崩れる
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

自然が良い（ある）

12月15日
河和②

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

始発駅がある

大型スーパーがある

高齢者への声かけ

町内会に入っていない人がいる

防犯・防災対策
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

高齢者が家庭菜園で元気である

12月15日
河和③

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

名鉄電車のターミナル・始発駅がある

災害指定病院がある

児童の登下校の見守り

防災意識を高めるための講習会を計画

朝のラジオ体操を近隣で
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

大きな病院がある

12月15日
河和④

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

大型スーパーがある

駅、湊がありアクセスが良い

隣組・周辺の高齢化

公民館、集会場がない

空家が多い

高齢者サロンの開放
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

自然が多くある

12月15日
柿並①

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

公共施設が多い

店が少ない（買い物に不便）

老人世帯が増えている

就労施設がない歴史遺産がある
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

自然が豊か

12月15日
柿並②

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

子ども達が挨拶をしてくれる

働く場所がない

店がない

車がないと生活できない史跡・寺がある（歴史がある）

自然が豊か → 草刈り、除草作業をする
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

2世帯、3世帯が多い

12月15日
古布

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

地域住民のつながりが強い

年2回、区の新聞を出している

個人の情報発信しやすい風土づくり（個人の得意分野）

具体的な世代間のつながる催しの企画を句会に提案する

各地区行事に男性の参加を呼び掛ける
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

冨具崎公園からの景色がいい

12月15日
細目

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

古道がある

細目公会堂を活用し、オープンに集まれる場所を作る

冨具崎公園を整備して維持・継続していく

子ども達を見守れる体制を維持・継続する公会堂の広場で子どもが遊ぶ
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

富士山が見える

12月15日
時志

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

近所を全員知っている

散歩がしやすい

道路が狭い

お店がない

交通が不便
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

小中学校が近い

12月15日
若松

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

住みよい

砂が飛んでくる

いってきバスが入ってこない

空家がある人情がある

道が狭い小中学生、近所の人が挨拶する

若い人がいない
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

ちょうどいい田舎

12月15日
小野浦

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

小さな地区で、ほとんどが顔なじみ

買い物難民

田畑の不耕作が多く、草刈りが大変

交通手段が少なく不便静かで海あり山あり
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

伝統文化がある

12月15日
上野間

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

みみたっ子ひろばが上野間小で開かれている

人柄が温かい

空家が増えた（活用）

集まれる場所を確保する（つくる）

近所同士の声の掛け合い、つながりあい

地域活動に参加する
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

挨拶を交わしている

12月15日
美浜緑苑

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

色々な経験や地域性を持った方が集まってい
る地区なので、人材が豊富

静かな環境、里山等もあり散歩がしやすい

住民の顔と名前が一致しない

一歩前に出ることができない人が多い（人材は
あるが、それが難しい風土・雰囲気がある）

ボランティアに関心が薄い（知らないのではなく）
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

地域のつながりが強い

12月15日
布土

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

隣近所と顔見知りである

あいさつができる

歩いて行ける店が少ない（無い）

悪臭がすることがある（梅ノ木）

空家の増加
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

近所づきあいが良く皆さんが優しい

12月15日
北方

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

駅が近い

子どもがたくさんいる
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A 私たちのまち（地区）のいいところ

婚活イベントの開催

12月15日
矢梨

B 自分たちの地区の課題
（自分たちで解決できるもの）

隣近所と顔見知りである

少子高齢化

空家の増加 シェアハウス

・交通の便が悪い
・買い物が不便

休憩して会話、雑談の場がない

自然豊かな食物が旨い

環境が良い（自然）

・御用聞き
・一緒に誘い合わせて！
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

ゴミ出しの（分別）ルールを守らない人
がいる

 回覧板で周知する

12月15日
奥田学区

 ゴミ当番を設ける

 広報、回覧板で注意を促す

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

道が狭く暗い２

子どもが減ってきて高齢者だけの
家族が多い

３

 他町みたいにステーションを作り、時間も長くする。朝8：00までだと大変

 あいうえお順にゴミの名前を書き、燃、不、資など書き添えて各戸に配
り、見てもらう

 セットバックに協力する

 駅から石畑へ行く上り坂は、木が邪魔しているから電灯の意味がない

 LEDに器具交換を進める

 門灯をつける  各家庭に反射シールを配布し貼ってもらう

 もう少し外灯を増やす

 太陽光のライトを設置する

 高齢者同士話す場を作る

 大学に高齢者を招待する機会を作る

 高齢者と小学生または保育園児が遊べる場を設ける

 色々な行事に参加する（町民運動会）

 学校を中心に交流の場を増やす

 各家庭に何度もごみの分別の仕方を配布する

 防災訓練のようにゴミ出し訓練を行う

 センサーの電灯を配る

 各家庭でプランター１つずつ花を育て、家の前や空いている所に飾る

 駅周辺の空用地をコスモス畑や花を飾ったりして、気持ちだけでも明るくする

 地区の祭りなどのイベントに子どもが出たり役割を作る。高齢者と触れ合う
機会を作る。

 海が好きで引っ越してくる人もいるので、ビー
チランドや夕日の海をアピールする

 隣近所に声をかける

 保育園や小学校の学芸会に高齢者を招待する

 働くところを作る
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

防犯・防災対策（高齢者含む）

 近隣に情報を流す

12月15日
河和学区

 高齢者本人からの意思表示１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

地区に非協力的２

ゴミ出しルールを守る３

 高齢者への声かけ

 地域活動 ・行事等の広報を行う

 住民に必要性の説明をしっかりと行う

 参加しやすい仕組みを作る

 24時間のゴミステーション（分別ゴミ）

 ほめる看板をかける。（つける）

 地域に協力的になれば、ゴミの問題も解決するのでは
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

高齢者の閉じこもり、体力低下

 集いの場所を作る

12月15日
河和学区②

 声をかけ合い、言葉を交わす

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

子どもが少ない２

近所づきあいがうっとおしいと思う方が
増えた

３

 朝のラジオ体操

 ウォーキングで街歩き（スタンプ集め）

 子育て支援の充実とPR

 子育てしやすい地域を美浜町の外にPRしていく

 おもちゃ図書館を更に充実させていく

 世話役おばさんが欲しい

 世話役の会づくり（地域ごとで）

 みんなで簡単な数独
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるも
の）

若者が外に出てしまう

 家の提供（安く）

12月15日
河和学区③

 美浜町の良さを若者にアピール
１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

防災意識が少ない２

店が少なく、買い物が不便３

 SNSで美浜の良さを発信する

 美浜の良さを発見する工夫は…？

 子育てをしやすい環境（病児保育）
への協力

 歩いて行ける所に寄り合い所

 炊き出しなどで誘って、防災講座を開く

 防災リーダーの養成講座に参加

 隣組で集まる機会を作る  地道に発信、啓発

 自然を生かした産業に力を入れる

発信

小さな防災の取り組みを重ねる

 空家利用で店を開く  モデル店舗SNSでPRする

 注文した品物を届けて
安否確認を兼ねる

☆ 買い物支援をしながら防災にも役立つ
（足の弱い方などの情報が分かるので）

 歩いて行ける所で買い物が注文
できるシステムを作る

☆ 何でも発信！ ☆
知ってもらうことが解決への一歩と思います

今すぐ私達にできること

ど
の
問
題
点
に
も
関
わ
っ
て
く
る
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるも
の）

近所づきあいが希薄

 となり組の再構築

12月15日
河和学区④

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

ゴミが多い２

 となり組内でのルール作り

 散歩時にゴミを拾う

 ペットの散歩時、フンを放置しない

 となり組内での懇親会を開催する  そのために話し合いの場を設ける
（集まる大義名分になる）

 あいさつ運動

 集まりに来るように周りに声かけをする

 （地区の行事で）歩け歩けでゴミ拾いも行う
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

各行事への男性参加が少ない

 分別ごみの日など少しでも話ができる仕掛けづくり

12月15日
河和南部学区（古布）

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

今まで継続してきた行事の継承が
難しくなってきた

２

１人世帯で買い物に行けない人が出てきた３

 具体的な世代間のつながる催し企画の提案

 区会に細かな情報が入らないので、個人の情報発信をしてもらう

 困っている人の情報を民生委員や行政にあげる
（必要な人に必要な情報）

 区の新聞に民生委員などの情報を出す

 会社の休みの日に行事を合わせる
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

少子高齢化

 自分の健康管理をしっかりする

12月15日
河和南部学区（矢梨）

 地域だけの人材センター（便利屋さん）を作る

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

近くに店がない
２

悪臭がする３

 保育所・小学校での高齢者ふれあい

 元気のある人が代表で運びを手伝う

 一緒に手を取り合って仲良く買い物する  タクシーを使って割り勘で

 皆で団結して申し入れをする

 アオサが上がってきたら浜掃除をお願いします

 行政トップの指導、監督を期待します

交通の便が悪い

 若い学生を下宿させる

 常時開いているサロンを作る（家を開放する）

 （お年寄りが寄り添って生きる）シェアハウスを作る

 自宅をお茶飲みの場所とする

 老人と乳幼児や園児たちとのふれあい場所（機会）を作る

 若人が集まるような事を考える

 婚活援助（イベント開催等）

 行ってきバスを利用し、知り合い同士で買い物をする

 便利屋仲間をつくる

 皆を誘い合ってお買い物に行く

 行ってきバスを無料ではなく100円くらい支払ってもう少し便利にしてもらう

 同級生・サークル仲間等のつながりを大事にする

 自分の面倒を見てくれる（親族以外の）仲間をつくる
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

（活動する）気持ちはあるけど実現できない

活動が発展していかない

 言い出しっぺを一人にしない仕組みづくり（区長、仲間）

12月15日
上野間学区①

 活動をもっと皆さんに知らせる

 理解度が低いのでＰＲに力を入れる

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

活動が楽しそうに見えない２

地域の活動資金がない３

 支え合いの気持ちを持たせること

 総会での発言は、建設的な意見に限る

 仲間同士の親睦を深める

 人員不足が余裕をなくしているので人手を増やす

 活動の仲間に入るように勧める

 学校教育の充実を目指す  やりがいを楽しむ姿を見せる

 活動の必要性を常に確認すること

 楽しそうな企画から始める

 補助金を模索する（いろいろな補助金）

 みんなで負担する。国も助成する。

 会費を５倍にする

 寄付を募る

 地域住民のために使うお金を区民で出し合う
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

空家が増えた

 他の事に利用する（区と相談）

12月15日
上野間学区②

 廃材利用

 空家の状況を調べる

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

新しい人が入りにくい２

地域活動に参加する
人が少なくなった

３

 交通の便を良くする→ 出ていかない

 集まれる場所に活用する

 子ども会などに新しく来た人を誘いかけていく

 地域の団体に入る 子どもを産む

 近所の人が積極的に挨拶するという所からきっかけができないか

 自分たちで楽しむ（役員自ら）

 特定の人が色々な団体の役員をやるのでなく、広く人材を探す

 活動をアピールして興味が沸くようにする

 行事を少しずつ変化させていく

 活動後の様子や楽しいことを回覧板で発信する

 放送の活用

 観光資源の復活

 街灯を増やす

 歩いて買い物できる店を作る

 バスを増やす

 駅のバリアフリー

 空家を壊して道を広くする 生活困窮者向けの住居

 安く貸してもらえるなら障害者の共同住居で利用

 空家を壊す

 海岸をきれいにする

 住み続ける工夫

 受け入れる心
を！

 役割分担する

 ターゲットになる人が行きたくなるイベントづくり

 役員制度廃止

 役員をやりたくなる雰囲気づく
り

 子育て支援の充実→ たくさんの人が入ってくる→  財源増

 必ず有期にする（役員）

 魅力ある地域活動を企画する

 地域の人が求めていることが何かニーズ調査

 若い人の意見調査をしてみる

 イベントについて“○○がいいよ”も含めて伝える

 今ある行事を続ける

 学校伝えで子どもがみんな参加できるようにする

 隣同士の声かけをし、参加しやすい雰囲気を作る131



小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

歩いて行けるお店がない

 生協に来てもらう

12月15日
布土学区

 移動販売車募集

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

空家の増加２

交通が不便３

 月1回とか青空市開催

 サロンの開催

 無料で貸してくれる方を募集

 親子で参加するイベントをする

 送迎ボランティア（ついで）

 いってきバスの本数増加を要望

 利用者と通勤者提供のマッチング

 買い物ボランティア

 お店ができるよう署名活動

 注文サポーター

 農家の野菜持ち寄り

 おせっかいおじさん、おばさんを活用

 習い事をできる場とする

 子どもの遊び場

 年寄りの寄り合いの場とする

 ボランティアで教える人を探す

 行き先を記入した通勤者の活用

 お助け隊の発足
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

買い物難民

 コンビニなどに宅配してもらえるような体制依頼

12月15日
野間学区（柿並・細目・小野

浦））

 生協の利用を教えてあげる

１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

バイパス（最終的には車が通れる道路）
の整備

２

 地域のスーパーに宅配の要望を伝える

 まずは草刈り・清掃から取り組む

 年１回でも草刈り・清掃し道路整備する

 手すり・スロープを付ける

 行商の情報を共有化する
・いつ来るか（売りに来る日）
・業者名

 病院等、人の集まる場所のコンビニで野菜等を置いてもらう

 宅配してもらえる品物のカタログ化
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

ゴミ出しのルールが守られない

 回覧板で知らせる

12月15日
野間学区（若松）

 ゴミ出しの方法をゴミ捨て場に貼る１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

駅・店が遠いのが困る２

空家がある３

 ルールを守るための啓発をする

 行ってきバスが家の近くまで来るようにしたい

 買い物ついでにボランティアをする

 スーパーマーケット（食料品）行きのマイクロバスを出す

 空家の有効利用

 空家でサロンを開く

 みんなが集まれる場所にする（年齢問わず）
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小学校区の課題
（自分たちで解決できるもの）

車がないと自力での生活ができない

 地域で外出支援ができる人を登録する

12月15日
野間学区

 カーシェアリング
１

課題の解決方法
（自分たちで取り組むこと）

買い物をする店が少ない（ない）２

空家の管理（雑草・雑木・建物倒壊）３

 買い物ツアーを作る

 バスに乗る

 ボランティア

 大坊楽市の発展（自分たちの作った野菜などを売る）

 移動販売車の活用

 自分たちでできることを登録し、その１つとして管理業を担う

 ＰＣでＨＰ（必要な資料集めをする）

 私地の草取り
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第４回

『自分たちができること』『支援があればできること』
・ 居場所つくり
・地域活動への参加、つながり
・地域福祉の視点での防災、減災
・生活支援（移動・買い物・見守り）



第４回 美浜町ワークショップ 主な意見まとめ

『居場所つくり』について、①自分たちができることとしては、「子どもから老人まで集まる場所の確保」「イベントづくり」等、近所の人々が集まる機会を作る
といった意見がみられます。②支援があればできることについては、「空き家の情報」や「居場所情報」など、状況を把握するために必要な情報を集めることや、
公共交通機関に関する意見が挙げられています。

自分たちができること

● 行政より居場所情報をもらう

居場所つくり

● 空き家の情報（空き家バンク）

● 子どもから老人まで集まる場所の確保

● イベントづくり

● ボランティアの確保

● 行ってきバス（バス停を増やす、手を挙げればどこでも止まる）

● 声かけ（「こういう集まりあるよ！」）● 公民館・公会堂・集会所の積極的利用

● 古民家を上手に利用する

支援があればできること

● ニュースを発信する

『地域活動への参加・つながり』について、①自分たちができることとしては、「あいさつをする」「声掛けを多くする」といった近所との付き合いを深める意見
が多くみられます。②支援があればできることとしては、「活動への資金援助」「町ホームページでの啓発」「アンケートをしてどんな活動をしたいか考える」と
いった意見がみられます。

地域活動への参加・つながり

自分たちができること

● 地区同士の合同開催● 活動への資金援助

● 声掛けを多くする ● できるだけ積極的に参加する

● 楽しいと思える雰囲気づくり

● 参加者への特典を作る（例：ポイント）

● 隣近所を誘う● あいさつをする

● アンケートをしてどんな活動をしたいか考える

支援があればできること

● 回覧板の作成● 町ホームページでの啓発 137



『地域福祉の支援での防災・減災』について、①自分たちができることとしては、「家具の固定」「消防訓練」「緊急連絡網を作る」等、いざとなった時に慌て
ることがないよう備えておくべきことが挙げられています。②支援があればできることとしては、「行政の情報公開（災害弱者の情報など）」「防災マニュアルの
作成」等、現状を把握するための情報公開についての意見が挙げられています。

『生活支援（移動・買い物・見守り）』について、①自分たちができることとしては、「電球の取り換え、棚の取り付け等のお手伝い」「一緒
に買い物に出かける」といった、近隣同士のちょっとした気遣いで行えることが挙げられています。②支援があればできることとしては、区
や民生委員・宅配業者やスーパー等と連携した見守りや買い物代行等が挙げられています。

自分たちができること

● 行政の職員が災害について知識を得る

地域福祉の視点での防災・減災

● 行政の情報公開（災害弱者の情報など）

● 隣人同士の見守り（互助）

● 消防訓練（参加への声かけ、消火栓の場所の確認など） ● 緊急連絡網を作る

● 防災マニュアルの作成

● 近所の人と日頃から声を掛け合う● 家具の固定

● 救助に必要な道具の提供

支援があればできること

● 防災リーダーの選定、教育

生活支援（移動・買い物・見守り）

自分たちができること

● バスの停車位置を多くする● タクシー券の発行

● 生協の注文の手伝いをする

● ネットで購入できるように、パソコンの使い方を教える

● 一緒に買い物に出かける

● 区・民生委員・新聞配達・宅配業者と連携して一人暮らし等の見守り

● 電球の取り換え、棚の取り付け等のお手伝い

● 送迎ボランティア

● 大手スーパーに協力してもらい買い物代行・配達してもらう

支援があればできること

● 高齢者が集える場所を作る138



自分たちができること

 空き家の提供者を募る  教えてくれる講師を探す（ボランティア）

1月17日
奥田

支援があればできること

 持ち回りで家を開放

 美味しいものを食べる会を作る

 趣味を取り入れて活動する

 公共施設でサロンを続けてほしい

 週１回のサロンの集い  月１回のお食事

 喫茶サロンに呼び込む

 課題を作って集まるようにする

 防災等でコミュニケーション

 町として歩け歩け運動など一人でも参加しやすい
イベントを

 地域で何かイベントを開き協力者になってもらう

 決まった時間に外から見える場所でのラジオ体操

 無料の空き家

 古民家を上手に活用する

 人集めの組織を作る

 行政より居場所情報をもらう

 社会福祉協議会にお願いして一人暮らしの方を知る

①居場所づくり

139



自分たちができること

 飲み会  ＪＡに協力

1月17日
上野間①

支援があればできること

 課題さがし（テーマ）

 今の集まりの活用（みみたっ子、年金友の会…）

 声掛け（こういう集まりあるよ！）

 必要としている人を見つける

 実態調査  場所の確保

 ボランティアの確保

 美浜→海 海に人を集める→くどいくらい紙で知らせる（Ｇ
ＯＧＯニュース発行）

 各グループリーダーの交流会

 子どもから老人までが集まる場所の確保

 “○○が得意です” 情報

 居場所（空き家）の税免除

 ボランティアの取りまとめの仕組み

 空き家の情報

 「行ってきバス」 ・バス停を増やす
・手を挙げればどこでも止まる

 イベントづくり

 丘の上に人を集める→ニュース発信

 ボランティアリーダーを募集（遠慮しがち）

 困っている情報

 個人情報を守りすぎ（行政）。もっと区に情報開示

 大工さんのボランティアを募る

 空き家でコンサートを開く

 バス停にイスを置く

 ニュースを発信する

 同報無線での知らせ

 声掛けの人、リードする人の足を引っ張らない

 俳句、川柳、マージャン会を開く

 資金の提供

 補助金制度

①居場所づくり
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自分たちができること

 子どもや大人が気軽に集まる
1月17日
上野間②

支援があればできること

 課題さがし（テーマ）

 子どもや大人が気軽に集まる

 皆が集えるように公園の整備をする

 見晴らしがいい場所にベンチを置く

 実態調査

 場所の確保 ボランティアの確保

 安全性が確保された空き家バンクを町に作ってほしい

 美浜緑苑駅から石段、西公園と伊勢湾が一望でき
る高台の整備を町と住民の共働でできないか

 イベントづくり

 杉本美術館横の旧渚亭を使わせてもらう
→区営の喫茶店経営

 公民館、公会堂、集会所の積極的利用

 町にバックについてもらう

 旧渚亭を第３セクターで運営する

 継続するにはＮＰＯ法人化

 居場所づくりは容易。ただ現実運営をどうするか。

 美浜緑花駅（トトロの森）と伊勢湾を一望できる高台の整備

 居場所を運営するための人材作りが急務

 杉本美術館、渚亭、そしてその周辺の開発、管
理など町の支援と地元住民のボランティア、ＮＰ
Ｏなど共働できないか

①居場所づくり
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自分たちができること

 あいさつをする  成果の公表（褒める…）

1月17日
布土②

支援があればできること

 楽しいと思える雰囲気づくり

 運動会への参加を増やす

 村の集まりに参加する

 無理のない範囲での各行事への参加のお願い

 公園春まつりへの多数の参加

 区の草刈り等への参加募集のあり方

 若者たちで飲み会をする

 老、若人のコミュニケーションの場をつくれないか？

 老人会の合同お楽しみ会等の行事
野間・小野浦・若松→各地への広がり

 冨具崎公園の整備等への少しでも多くの参加

 冨具神社への奉仕活動を若い人にも広げ、老若のコミュニ
ケーションをよくする

 防災活動に声をかけて参加する

 一定日の一斉体操（町全体一斉）

 楽しくできる工夫をする

 活動（例：老人会・サロン）への資金援助をもう少し増やす

 老人会の横のコミュニケーションを良くする
（例：合同行事等→話し合いの場→連合会）

 参加者への特典を作る（例：ポイント）

 地区同士の合同開催

②地域活動への参加・つながり
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自分たちができること

 まずは声を掛け合う  ＳＮＳのシステムづくり

1月17日
野間①

支援があればできること

 自分たちの地域だと自覚してもらう

 媒体（ＰＲ）の違いがある（若い人はＨＰ、高齢者
は回覧板）→共有できないか

 行事へ参加する際に誰かを連れていく

 できるだけ多くの人に参加してもらう

 行政区単位等で食事会を行う（例：バーベキュー）

 できるだけ積極的に参加する

 参加できる組織づくり

 活動（集まり）を知らせる

 野間学区区民運動会への参加

 地域での必要性を理解してもらう

 家族間でも地域のイベント知らないこともあり、情報の共有を

 若い世代の意見を取り込んで活動を行う

 インターネット等

 町ホームページでの啓発

 地域のつながりの必要性の支援

 補助金の交付 補助金の支出

 自分の友達を誘い、友達の友達も誘ってもらい参加する

 子ども達の活動に参加して、しっかり顔が分かるようにする

 行事の規模を縮小しないで維持する

 世代間交流を行う（学校・保育園など）

 基本的には地域の住民の自覚を促す

 住民への周知を徹底する

 地域活動が必要であることへの啓蒙

 若い子がパソコン、タブレットなどの使い方を教える（逆もあり）

 回覧板の作成

 回覧板等作成方法の勉強会

②地域活動への参加・つながり
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自分たちができること

 社協ガンバレ～～～！！

1月17日
野間②

支援があればできること

 地域活動の参加の重要性を知る会を作る

 組や区など小さな単位での活動をしてみる

 ポスターを多く作る  声掛けを多くする

 もっと区を利用して人材や場所、金銭の支援が得られるよう
に工夫していく

 ラインで呼びかける  隣近所を誘う

 そもそもなぜ地域活動・つながりが必要かを知る機会を作る

 顔が見える関係性をまずは築く

 意義を示す（具体的に）

 地域団体（学校、保育園等）を支えるボランティア活動
を活発にする

 運動会に子どもが隣の人を連れてくる

 行事をするときは、役割を一人一人持ってもらう

 ボランティアセンターを作る

 子供会の応援隊を作る

 アンケートをしてどんな活動をしたいか考えてみる

 近所を大切にする  近所をぶらぶらする

 区・学区のイベントにみんなで声掛けして参加するようにする

 楽しいことを作る  楽しい集まりを考える

 興味のある活動を増やす

②地域活動への参加・つながり
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自分たちができること

 行政の情報公開（例：災害弱者の情報）

1月17日
河和②

支援があればできること

 参加しやすい環境づくり  顔見知りの関係づくり

 防災訓練への参加を声かけする

 弱者の調査  要支援者の把握と面談

 隣組内での緊急連絡網を作る

 弱者の家族の方の連絡先を把握しておく

 隣組ごとに名簿等を作り共有する

 隣近所の（組）生活状況、家族構成を把握

 隣組ごとの高齢者・障がい者の見守り

 小さい地域に分けての取り組み（隣組ごとの小リーダー）

 災害時に助け合うことを共通の目標としておく

 高齢者、子どもの参加を  障がい者の参加を

 隣組単位での役割を決める

 隣組単位で防災リーダーを作り、民生委員との連携を取
り、災害時に対応する

 災害時、昼・夜の時間に対応できる人の確保

 近所の危険個所の情報を近所で共有する

 隣近所の助け合える方法を話し合っておく（共有）

 隣組による消防訓練

 シンプルな防災マニュアルを作成

 隣組内での懇親会への支援

 救助に必要な道具の提供

 住民説明をしてルールを示してほしい（先進事例）

 防災リーダーの選定＆教育を役場が行う

③地域福祉の視点での防災・減殺
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自分たちができること

 情報を出し惜しみしない

1月17日
河和南部①

支援があればできること

 自分の身は自分で守る

 普段から近所づきあいを大切にする

 備蓄をしておく（防災グッズなど）

 隣人同士見守り（互助）

 地区・消防・婦人部への区の情報の提供及び共有化の推進

 近所の人と日頃から声を掛け合う

 家具の固定などをしておく

 家庭で防災の話をする

 地域のみんなであらかじめ話をしておく

 人を守れる建物・空間の確保

 災害時の対策を家族と話し合う（地域の防災訓練にも参加する）

 減災対策の充実を図る

 最低でも安心して集まれる建物の確保

 近所にいる支援が必要な方を気にかける

 要支援者の把握

 行政の職員が災害について知識を得る

 定期的な訓練

 行政に限界。個々の教育を充実。

 役場員の非常参集訓練・ＢＣＰ（組織防衛）
方策を作成

 老人・子ども・妊婦が安心できる身の置場の確保

 消防、行政からの指導

 防災リーダー的な人材の育成

③地域福祉の視点での防災・減殺
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自分たちができること

 同報無線がはっきり聞こえるようにしてほしい）

1月17日
河和南部②

支援があればできること

 家具の固定を日頃からやっておく

 まず自分が逃げる。それから助けに行く。声かけする。

 防火訓練！消火栓の場所を皆で確認しよう！

 農作業中に災害の情報が入るように！

 災害に対しての意識を持つ（出来ることから）

 お年寄りの人達とも防災に関する話を雑談でする（常日頃から）

 高い所の人たちは、逃げてくる人たちへの誘導を大声で
知らせる

 出来ることはまず自分から

 障害のある方には常に逃げる場所、方法を伝える

 万が一の時には大声を出して、皆を誘い合って逃げる

 常に隣近所の人々と仲良くして、万が一の時には協力し合う

 形だけの訓練はもう何度もしているので、もっ
と具体的な訓練をする必要があると思う

 日ごろから逃げる道を調べて、時々実行してみる。
しっかり道を知る。

③地域福祉の視点での防災・減殺
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自分たちができること

1月17日
奥田②

支援があればできること

 月に1回車でお出かけ手伝い

 頼みやすい関係

 隣組や仲間同士の助け合い

 グランドゴルフの大会等で知り合いを増やし、関係づくりを行う

 趣味を持つことで関係づくりを行うとよい

 グランドゴルフ等出かけたついでに買い物

 ひとり暮らしの方がどこに住んでいるかを把握する

 たまり場を作るための援助金がほしい

 空き家の場所も地域の方が良く知っている

 一歩踏み出すきっかけづくりをしないといけない

 事務局からの発信がある事で、会長さん達の負担
軽減につながる

 役場に行くこと自体困難な時もある

 住んでいる近隣住人の一人暮らしの方を知っておく

 集まる団体を支援する「事務局」がほしい（集まる文書を送
るのも手間）

 ひとり暮らしの方が住んでいる時は地域の業者が良く知って
いる

 孤独死の減少に努めてほしい

 事務局的な立場の人があったら良いのでは？

 タクシーチケットの申請を２～３年で更新してほしい

 言い出しっぺが全てをかぶらないといけなくなる環境づく
り、関係づくり（バックアップをすることによっ区の行事に
て動きやすくなるのでは？

④生活支援（移動・買い物・見守り）
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自分たちができること

 タクシー券（代行分）

1月17日
河和①

支援があればできること

 一緒に買い物に出かける

 電球の取り換え、棚の取り付け等のお手伝い

 買い物に行けない人を連れて行
く

 週末の（夜）買い物代行

 見守り  外出を同行する（散歩等）

 生協の利用を広める

 話し相手、お茶飲み

 ネットで購入できるように、パソコンの使い方を教える

 車で送迎（事故等の事も考えなければいけない）

 買い物の注文の代行

 行ってきバスで買い物ツアーバスを出してもらう

 タクシー券を今より多く発行してほしい

 フィール、カインズ買い物代行、当日配達

 役場に便利屋窓口を作る

 “ごようきき”のようなことをスーパーにしてもら
う

 ネットでのサービスの開始。買い物に行きたい人と
行ける人をつなげる

 お手伝いできるボランティアを集める

 大手スーパーに協力してもらい配達してもらう

 手伝える人、手伝ってほしい人をつなげる登録をする
システムを作る（例・ファミサポ）←保険加入が必要

 お寺さんに場所を借りて高齢者が集える場所を作る

 集まれる所に散歩がてら寄ってもらう！（見守り）

 見守りについては、新聞配達や色々な宅配業者と
連携を取る

 公園で何かすると出てくるよね（見守り）

④生活支援（移動・買い物・見守り）
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自分たちができること

 目安箱を作る

1月17日
布土①

支援があればできること

 送迎ボランティア

 移動・買い物ついでボラ

 移動ボランティアの募集

 カーシェアリング

 年間いくらかのタクシー代を出す

 バスを増やす

 サロン・カフェ⇔移動販売

 生協の注文の手伝いをする

 隣組で見守り

 声をかけて車に乗せ合う

 隣町と連携し、移動バスのつながり
※他町にも行ける

 隣のうちの注文を聞く

 ひとり暮らしや障害の方の把握

 おせっかいさん登録制度

 隣の人に声をかける

 青空に野菜を置く場所を決める

移動

買い物

見守り

 免許返納で何かメリットを

 情報の周知をする

 たくさん野菜を作っている人に声かけ

 販売店を募り、助成金を出す

 ひとり暮らし等の見守り
（区・民生委員との連携）

 見守りボランティアを養成し
シールで分かるようにする

 区で福祉委員を募集（福祉委員には
任期が必要）

 送迎ボランティアに対する補助金制度

 バスの停車位置を多くする

④生活支援（移動・買い物・見守り）
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